


 

 

 

は じ め に 

 

 

私たちの健康な体をつくる「食」。 

「医食同源」という言葉がありますが、古くから中国

にある体によい食材を日常的に食べて健康を保てば、特

に薬など必要としないという「薬食同源」の考えをもと

にした造語といわれています。 

昔から、健康を維持するために「食」をとても大切に

してきました。 

近年では、急激な経済発展により、食文化が多様化す

るとともに、多忙な生活の中で「食」の大切さに対する

意識が希薄になり、健全な食生活が失われつつあります。 

このような状況の中、平成17年に食育基本法が施行され、全国で「食育」に関す

る取り組みが様々なところで展開されています。 

 

本町におきましても、町民一人ひとりが食育の実践を通して、楽しみながら「食」

を学び、「食」に関する知識と選択する力を身に付け、健康で生き生きした生活が

送れるように食育推進計画を作成しました。 

計画策定にご協力をいただきました食育推進委員の皆様をはじめ、町民の皆様に

感謝を申し上げます。 

 

この計画策定を機に、家庭を中心として保育所・幼稚園、学校、地域、農業団体、

事業所、医療機関、行政などが連携・協力し、食育を推進してまいりたいと考えて

おりますので、町民の皆様や食育推進に関わる皆様の一層のご理解とご協力をお願

い申し上げます。 

 

平成21年３月 

 

    三好町長 
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第１章 食育推進計画策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

食べることは生きること。 

食は私たちの暮らしの中心であり、なくてはならないものです。毎日の生活で三

度の食事はごくあたり前のことです。 

そして、このあたり前のことが、私たちの心と体を健やかに豊かにはぐくんでく

れるのです。一度立ち止まって自らの食事を見つめる必要があります。自分が食べ

ている物を深く知ることで、自分の暮らしぶりをより理解できるのではないでしょ

うか。 

 

食事は動物や植物の命をいただいており、それを栽培したり、獲ったり、料理す

る人々がいて食することができます。 

「いただきます」「ごちそうさま」は、そのような人々と食べ物に対しての感謝の

気持ちのあらわれです。 

 

昨今、食をめぐる家庭や社会の環境が大きく変化しました。 

家庭においては、一家団らんでの食事の機会が減少しているとともに、栄養の偏

りや不規則な食習慣からくる肥満や生活習慣病、摂食障害などが問題となっていま

す。 

また、社会においては、食を支える人々の活動が見えにくくなることで食を提供

する側のモラルの低下が生まれ、食品表示義務違反や食品偽装など、食の安全・安

心に関わる問題が生じています。同時に、膨大な食べ残しはゴミとなり、環境問題

となっています。 

 

こうしたことから平成17年に「食育基本法」が施行され、これを受け現在、全国

で“食育”が推進されています。 

三好町においても「食」の問題に対応して、町民一人ひとりが食の大切さを見直

し、今後さらに健康で心豊かな生活が送れるよう、「食」を支える人づくり、より良

い食習慣と安全な「食」での健康づくり・環境づくりを目指して、キャッチフレー

ズを「みなおそう よく学ぼう・作ろう 食！」とし、三好町食育推進会議を中心

に「三好町食育推進計画」を策定しました。 
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２ 計画の期間 

平成21年度を初年度として、平成25年度までの５か年間を計画期間とします。 
 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

 

 

 

３ 食育推進計画の位置づけ 

本計画は、食育基本法第18条に基づく市町村食育推進計画として位置づけ、国の

「食育推進基本計画」や、県の「あいち食育いきいきプラン」等の計画に照らし、

また、本町における「健康みよし２１」等各種計画との整合性を保持して、三好町

の食を知り地域への愛着を込めた食の総合的な計画とします。 

 

４ 計画策定の体制 

（１）食育推進会議の設置 

三好町食育推進会議は、学識経験者、各種団体代表、公募町民等を中心とし、

町民の食育の推進を図ることを目的に組織しました。本計画の策定においては、

この三好町食育推進会議の委員が策定委員を兼務することとし、計画づくりの中

心的な役割を担い、策定委員会を開催する中で計画の具体的な内容を協議しまし

た。 

（２）食育研究会の設置 

庁舎内部組織として食育研究会を置き、食育に関する既存事業の見直し作業を

はじめ新規事業への取り組みなど、食育推進の目的に沿った関係事業について協

議・検討を行いました。 

（３）パブリックコメント 

本町では、町民参画のためのインターネット等を利用したパブリックコメント

などを実施しました。これによって、それぞれの多種多様なニーズや意見などを

把握・理解し、計画に反映することに努めました。 

 

計画策定 計画推進 
計画の 
見直し 
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第２章 三好町の食をめぐる現状と課題 

１ 基礎統計 

（１）人口構成 

本町の人口は、平成20年４月１日現在、57,004人で男性が29,615人、女

性が27,389人となり、その年齢階層別の構成は次のとおりです。特に25歳か

ら44歳までの人口が多いことが分かります。 

 

図表2.1 年齢階層別人口構成 
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21,881 22,643 23,563 24,524 25,406 25,841 26,199 26,743 27,389

23,386 24,115 25,029 26,005 26,892 27,499 28,019 28,894 29,615

45,267 46,758
48,592 50,529

52,298 53,340 54,218 55,637 57,004

0

20,000

40,000

60,000

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

（人）

女性 男性

（２）人口の推移 

本町の人口は、平成12年の45,267人から年々増加しています。 

平成15年には50,000人を超え、平成20年には57,004人となっています。 

 

図表2.2 三好町の人口推移（各年４月１日現在） 
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11,883 12,185 12,489 12,330 12,177

6,021 6,101 6,180 6,498 6,817

20,387 20,782 21,173 20,900 20,625

13,347 13,642 13,939 14,387 14,841

7,074 7,500 7,929 8,383 8,839
58,712 60,210 61,710 62,498 63,299

0

20,000

40,000

60,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

65歳以上

45～64歳

25～44歳

15～24歳

０～14歳

6,130 6,278 6,427 6,331 6,238

3,199 3,244 3,289 3,466 3,646

10,850 11,090 11,330 11,215 11,100

6,974 7,167 7,360 7,648 7,937

3,350 3,549 3,751 3,940 4,128
30,503 31,328 32,157 32,600 33,049

0

20,000

40,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

65歳以上

45～64歳

25～44歳

15～24歳

０～14歳

5,753 5,907 6,062 5,999 5,939

2,822 2,857 2,891 3,032 3,171

9,537 9,692 9,843 9,685 9,525

6,373 6,475 6,579 6,739 6,904

3,724 3,951 4,178 4,443 4,711
28,209 28,882 29,553 29,898 30,250

0

20,000

40,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

（人）

65歳以上

45～64歳

25～44歳

15～24歳

０～14歳

２ 将来推計人口 

（１）人口の推移と推計 

推計では、全体的に増加傾向にあります。平成25年では、平成21年より4,587

人の増加が予測されます。 

 

図表2.3 平成21年～25年の推計人口（全体） 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

図表2.4 平成21年～25年の推計人口（男性） 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

図表2.5 平成21年～25年の推計人口（女性） 
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３ アンケート調査の実施 

本町では、食を通して健康な体と豊かな心をはぐくむ食育推進計画の策定にあた

り、より実効性のある計画づくりの参考資料とするため、町民の皆さまに、アンケ

ート調査を実施しました。 

（１）アンケート調査実施期間 

平成20年６月 

 

（２）アンケート調査の対象者 

■ 15歳以上町民：2,500人 

■ 保育所児（年中児）・幼稚園児（年中児）・小学２年生の保護者：1,681人 

■ 小学５年生・中学２年生：1,399人 

 

（３）アンケート調査結果内容 

図表2.6 各調査の回収状況 

調査対象者 （表中表記） 配布数 回収数 回収率 

15歳以上町民 15歳以上 2,500人 1,226人 49.0％ 

保育所児・幼稚園児、小学２
年生の保護者 

年中・小２の
保護者 

1,681人 1,567人 93.2％ 

小学５年生・中学２年生 小５・中２ 1,399人 1,348人 96.4％ 

※アンケート結果の詳細については、資料編に掲載しています。 
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４ 食育に関する現状と課題 

（１）食をめぐる国の現状 

我が国では、社会経済情勢がめまぐるしく変化する中、食をめぐる次のような

問題が生じています。 

・栄養の偏りや不規則な食習慣からくる肥満や生活習慣病 

・食品業界等における食品表示違反や食品偽装など食の安全・安心の問題 

・社会や家庭環境の変化による一家団らんでの食事の減少、孤食や個食の増加 

・飽食ともいわれる中で、食べ残しや消費期限切れなどによる食品の廃棄 

・海外の食文化の流入や、外食の増加による日本型食生活の崩壊と伝統料理の消

失 

・食料輸入の増加に伴う食料自給率の低下 

・食を大切にする心の欠如 

 

（２）アンケート結果等から見える三好町の食の現状 

■食生活に関すること 

毎日の家庭での食卓は、生きていく上で重要な食事の場です。また、家族の

きずなを深める団らんの場であり、子どもたちにとっては基礎的な食習慣を身

につけ、食の大切さを実感する学びの場でもあります。しかし、朝食を食べな

かったり、ひとりでさみしく食事をしたり、「いただきます」「ごちそうさま」

のあいさつができない人もみられるなど現状の食生活や食習慣が乱れてきて

います。日常の食生活を見直し、正しい食習慣を身に付ける必要があります。 
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① 若者の朝食の欠食率が高い 

○朝食を欠食する（ほとんど食べない・週に２～３日食べる）町民は、全

体で8.3％ですが、20歳代男性では27.1％、20歳代女性では16.7％の

人が欠食していました。また、小学５年生、中学２年生全体では4.9％

の人が欠食していましたが、小学５年生で2.8％、中学２年生で7.3％あ

り、年代を増す毎に欠食者が増加しています。 

 

図表2.7 朝食について 
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② 朝食の孤食の現状  

○朝食をひとりで食べる小学５年生・中学２年生は、４人に１人（25.9％）

の割合です。小学５年生では12.2％ですが、中学２年生では、42.1％

となっています。 

 

図表2.8 朝食を家族と一緒に食べること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 若者の家庭料理の食事の減少 

○自分や家族の作ったものを食べている町民は「ほとんど毎日」が86.6％

ですが、20歳代は67.5％とやや低くなっています。 

 

図表2.9 自分や家族の作った食事について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1 9.6 25.957.0 0.4

0% 25% 50% 75% 100%

小５・中２
件数=1,348人

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらい
食べている

１週間に２～３日くらい
食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

7.886.6

3.4 1.4

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日程度
食べている

１週間に２～３日程度
食べている

ほとんど食べていない

無回答
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④ 食事時のあいさつの減少 

○「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつは小学５年生・中学２年生

では「いつもしている」が59.4％、「忘れるときがある」が29.9％、年

中児・小学２年生では「いつもしている」が52.7％、「忘れるときがあ

る」が43.3％と９割前後の子どもが概ねあいさつをしています。 

しかし、「していない」と回答した小学５年生の6.3％に対し、中学２年

生では13.9％あり、学年が進むにつれ、あいさつをしない傾向にありま

す。 

 

図表2.10 食事の挨拶について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.7

29.9

43.3

9.859.4

3.6

0.4

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

小５・中２
件数=1,348人

年中・小２
の保護者

件数=1,567人

いつもしている 忘れるときがある していない 無回答
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■食事のバランスに関すること 

人の細胞は毎日新しいものに入れ替わってお

り、毎日の食は命の源であり、栄養バランスは

健康な体づくりの目安です。「主食・主菜・副菜」

のバランスのとれた食事のかたちを整えて習慣

化することが必要です。 

 

① 食事のバランスや栄養表示に対する関心が低い 

○食事バランスガイドをよく知っている町民の割合は34.2％となってい

ます。 

 

図表2.11 コマ型の食事バランスガイドの周知状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○栄養バランスを考えた食事を常にしている町民は約４割（39.5％）で、

特に10歳～20歳代の男性は20％以下という低い状況でした。 

 

図表2.12 栄養のバランスを考えた食事について 

  

 

 

 

 

 

29.7 33.834.2 2.3

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

見たこともあるし何の
ことかもよく知っている

見たことはあるが何かは
よくわからない

今まで見たことが
なかった

無回答

48.1 11.339.5 1.1

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつも考えて食べている ときどき考えて食べている

まったく考えていない 無回答
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■健康づくりに関すること 

肥満を予防することは生活習慣病の予防につながり、健康寿命をのばすカギ

となるため、各世代ともに重要です。自分の適正体重を維持する食事量を理解

し実践することや、食事を楽しみよくかんで食べることなどが必要です。 

 

① 成人男性の肥満者の割合が高い 

○肥満と判定される町民の割合は13.6％で、20～60歳代男性では

23.3％です。男性は20歳代から肥満者が増加し、20歳代20.9％、30

歳代22.7％、40歳代26.9％、50歳代23.5％、60歳代21.1％となり

40歳代が最高でした。 

女性は、60歳代で23.5％と急激に増加しているのが目立ちます。 

 

図表2.13 ＢＭＩ（肥満判定） 

  

 

 

 

 

 

 

図表2.14 肥満判定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.0 5.811.5 13.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,146人

やせ（18.5未満） 標準（18.5以上25未満）

肥満（25以上） 無回答

6.790.5 2.7

0% 25% 50% 75% 100%

小５・中２
件数=983人

肥満度20％未満 肥満度20％以上 無回答
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② メタボリックシンドロームの認知度 

○メタボリックシンドロームを知っている町民は81.2％という状況です。

 

図表2.15 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）という言葉の認知度 

  

 

 

 

 

 

 

 

③ 自分にあった食事量を理解し実践する人の割合が低い 

○自分の適正体重を維持する食事量を理解し実践している町民は18.9％

と低い状況です。 

 

図表2.16 適正体重を維持するための食事量の認知 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.581.2

2.4

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、
意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答

45.3 6.818.9 27.0 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=847人

知っていて実践している 知っているがなかなか
実践できない

知らないができれば
知りたい

知らないし関心がない

無回答
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④ 食事をよくかまない人の割合が高い 

○よくかんで食事をする町民は38.7％であり、小・中学生でも50％以下

と低い状況でした。 

 

図表2.17 食事をよくかんでいる人の割合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.6

57.4

51.1 7.7

38.7

2.0

2.0

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

小５・中２
件数=1,348人

いつもよくかんでいる あまりよくかんでいない

ほとんどかんでいない 無回答
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■地産地消に関すること 

地産地消とは「地域で生産された農畜産物や水産物を地元で消費すること」

です。地域で生産される農畜産物は、消費者にとって生産者の顔が見えるため、

安心につながり、生産者は、消費者を意識することで安全な農畜産物の生産に

努めます。こうしたことからお互いの信頼関係が構築され、食に対する不安を

解消してくれます。また、地元でとれたものを地元で消費することは、包装の

簡素化などによるゴミの減量や流通コストの削減など、環境面にもやさしい大

切な取り組みです。地域の農畜産物と暮らしのつながりを考え、地産地消をは

ぐくみ、農業を守っていく必要があります。 

 

① 地元の食材を意識して購入する人が少ない 

○地元食材をいつも購入するよう努めている町民は13.1％にとどまり

ました。 

 

図表2.18 地産地消に努めることについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.4 31.213.1 16.2 1.0

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつも購入するように
している

ときどき購入するよう
にしている

購入していない わからない
（自分で購入しない）

無回答



 

 

 

 

 

 

16 

 

 

② 地元産の食品のＰＲが必要 

○購入していない人の理由として「地元で作られたかどうかが店で分から

ないから」「いつも買い物をする店では地元で作られた食品を売っていな

いから」と答えた町民が多くあり、ＰＲが必要です。 

 

図表2.19 地元産の食品を購入しない理由（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校給食での地元食材の使用状況 

○学校給食における地元食材（愛知県産品目）の使用割合は33.0％で、三

好産は、お米をはじめ、白菜、大根、柿、梨、ぶどう等を使用し、地産

地消を進めています。 

 

34.2

4.5

24.1

8.0

2.5

10.6

29.6

0.5

39.2

(9人)

(16人)

(5人)

(21人)

(59人)

(1人)

(48人)

(78人)

(68人)

0% 25% 50% 75% 100%

地元で作られたかどうかが

店で分からないから

いつも買い物をする店では

地元で作られた食品を

売っていないから

買い物を人に頼んでいるの

で産地までは選べないから

つい忘れてしまって金額や

量で選んでしまうから

忙しくて選んでいる

時間がないから

他の産地で作られた食品

のほうを食べたいから

その他

特に理由はない

無回答

15歳以上
件数=199人
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■体験学習に関すること 

食育の基本は自らがすすんで参加し、体験することで楽しく学んでいくこと

です。体験学習の中でこそ学べる知恵や活動があります。地域特有の食事のか

たち、地域だからこそできる様々な人々との交流・体験学習を広げ、食の理解

を深める必要があります。 

 

① 若い世代の農作物の栽培経験者が少ない 

○農作物の栽培体験をしたことのある町民は15歳以上で45.8％、小学５

年生・中学２年生で58.4％、年中児・小学２年生で63.4％ありますが、

30歳代が39.8％とやや低い状況でした。 

また、町民の体験場所は家庭菜園が71.7％でした。 

 

図表2.20 農作物の栽培体験の有無 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図表2.21 農作物の栽培体験をした場所 

  

 

 

58.4

24.6

40.1

45.8

1.6

29.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,203人

小５・中２
件数=1,348人

ある ない 無回答

33.463.4

2.5

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

年中・小２
の保護者

件数=1,567人

ある ない したことがあるか
どうかわからない

無回答

20.571.7 3.4

3.8

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=551人

家庭菜園 市民農園 農業体験教室 その他 無回答
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② 若い世代は農作物の栽培体験を望んでいる 

○今後体験したいと思っている町民は全体で28.0％ですが、20歳代で

41.4％、30歳代で38.1％と若年層に多くみられました。 

 

図表2.22 農作業の体験についての意向 

  

 

 

 

 

③ 料理教室への参加経験者が少ない 

○料理教室に参加したことのある町民は23.2％で、20歳代は11.4％と特

に少ない状況です。 

 

図表2.23 料理教室に参加の有無 

  

 

 

 

 

④ 若い世代は料理教室への参加を望んでいる 

○今後、料理教室に参加したいと思う町民は全体で27.6％あり、20歳代

全体の44.6％のうち61.8％が女性、30歳代全体の33.1％のうち

52.3％が女性と、若年女性に参加希望者が多くみられました。 

 

図表2.24 料理教室への参加の意向 

  

 

 

37.528.0 32.4 2.0

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=296人

体験したい 体験したいと思わない わからない 無回答

76.823.2 0.1

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

ある ない 無回答

40.627.6 29.9 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=941人

参加したい 参加したいと思わない わからない 無回答
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■食の安全に関すること 

食品業界等における食品表示違反や食品偽装など食の安全・安心が問題とな

っています。食品表示などに関心を持ち、食品に関する知識や判断力を身に付

ける必要があります。 

 

① 食品購入時に食品表示を確認する人の割合がやや低い 

○食品を購入するときにいつも食品表示を確認している町民は、54.8％で

す。年代や性別の特徴としては、40歳～60歳代女性では80％前後であ

るのに対し、30歳～40歳代男性は40％前後と低い状況でした。 

 

図表2.25 食品購入時の食品表示の確認について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.7 14.154.8 4.8 0.6

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない
（自分で購入しない）

無回答
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■環境面に関すること 

飽食ともいわれる中で、食べ残しや消費・賞味期限切れなどによる食品の廃

棄が問題になっています。自分の食事の適量を知り、食材を有効に使った無駄

や廃棄の少ない食事づくりを心がけ、ごみの減量と同時に“もったいない”と

いう食材を大切にする意識の向上を図る必要があります。 

 

① 食べ残しや廃棄が多い 

○食事を作るときに無駄や廃棄の少ない食事づくりに心がけている町民は

33.7％です。年代別では、20歳代の女性は30％台、30歳～50歳代女

性は40％台、60歳～70歳代女性は50％台と年代が高くなるほど心が

けていますが、若年者ほど意識が低い状況です。 

 

図表2.26 無駄や廃棄の少ない食事づくりについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1 29.233.7 7.5 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない
（自分では作らない）

無回答
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■食育への関心に関すること 

この地域で「何のために」食育をすすめるかというねらいを、みんなで共有

し、学び、実践するとともに「支えたい」「伝えたい」「広めたい」という強い

思いをもって関わる人たちの力を集め、食の大切さを広めることが必要です。 

 

① 男性の食育の関心が低い 

○食育に関心がある・どちらかといえば関心がある町民は66.5％ですが、

女性の平均が76.4％であるのに対し、男性の平均が55.1％と関心が低

くなっています。 

 

図表2.27 食育への関心について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.1 8.628.4 23.2 1.8

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

関心がある どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

関心がない 無回答
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② 食育ボランティアへの関心 

○食育推進のためのボランティア活動に参加してみたい町民は、全体で

11.7％にとどまりましたが、50歳～60歳代女性では約２割が参加した

いと思っています 

また、参加してみたい食育推進ボランティア活動では、 

①子どもに料理を教える   37.1％ 

②高齢者への食の支援活動  37.1％ 

③伝統料理を伝える     31.5％ 

④農業体験を教える     23.8％ 

であり、積極的に関わりたいと思っている人々がいます。 

 

図表2.28 食育推進ボランティア活動への参加意向 

  

 

 

 

 

 

 

図表2.29 参加してみたい食育推進ボランティア活動（複数回答） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8

31.5

37.1

7.0

1.4

37.1

(45人)

(10人)

(2人)

(53人)

(53人)

(34人)

0% 25% 50% 75% 100%

子どもに料理を教える

農業体験を教える

伝統料理を伝える

高齢者への食の支援活動

その他

無回答

15歳以上
件数=143人

36.4 51.511.7 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

15歳以上
件数=1,226人

参加してみたい 参加したくない わからない 無回答
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５ 食育に対する町民の意見 

平成20年度に実施した「食育に関するアンケート調査」では、次のような意見が

寄せられました。 
 

性 別 意 見 

女性 

プランターで子供（小学生・幼児）とできる野菜作りの講座（育て方）があると食物の育ってい

く過程がみられて良いと思います。あと、もっと近場の野菜や新鮮なお肉が買える所を作ってほ

しいです。 

女性 

学校に栄養教諭を配置し、食と栄養、健康について学ぶ時間を設け、調理実習を増やし、自分で

管理できる力をつけさせるような教育をすると良いと思う。広報に食育に関するコーナーを作る

と良いと思う。 

女性 

地元野菜の直売機会をふやしてアピールしていくと良いと思います。生ゴミの回収をし、それを、

肥料配布で市民に還元していくなどのリサイクルや、その肥料で作った野菜を安く販売していく

と同時に、地元レシピの紹介を広報以外でもスーパーなどを通してやっていくと良いのではない

でしょうか。 

女性 

食事は生きていく上でとても大切なことで、学校で勉強するのも大事ですが、やはり家庭で親が

子へ教えるのが一番だと思う。だから、食育のことをよくわからない大人だけの講座を開いたり

するのもいいと思う。 

女性 

農薬を使用していない野菜を育てるのを子供たちにも体験させるために家庭菜園の教室などを

開けばいいと思います。小さいうちから自分で育てた野菜を食べて、野菜に慣らしておくことは

食育推進での最低限の計画だと思われます。 

女性 

先日、保育園で開催された食育に関する講演会に行きました。大変ためになり、自宅でも取り組

んでいます。３歳の子どもと一緒に料理したり、ウンチをチェックしたり楽しそうにやっていま

す。保育園や幼稚園、小学校、中学校でも月１回ぐらい取り組んで頂きたいです。小さいうちか

ら食に関心を持つと、自分の体に合わせて食することができる人になると思います。（良い物を

見分ける力も付ければ良いと思います）また、親子が参加できるイベントを町が主催して頂いた

ら、ぜひ参加したいと思います。食品会社を園や学校にまねいて、食育講座を行っているのをＴ

Ｖで見た事があります。ぜひやって頂きたいです。地域ぐるみの活動も幅広く楽しみたいです。

私もまだまだ知らない事が多いので、食品に関する事を学べる機会があればうれしいです。（託

児付で） 

女性 

小学生・中学生くらいのお子さんがみえる親を対象とした食育教室、料理教室があるといいと思

う。親自身が知らないと、作る事も子供に教える事もできないと思います。まずは、家庭から何

か教えられたらと思う。 

女性 

食育と聞くと難しい事のように感じていましたが、幼稚園での無料の講演会に参加してみたら意

外に身近な事から始められると知り、気が楽になりました。三好町でも成長期の子供や大人が簡

単でおいしいメニューで安く料理教室を実施していただけたら嬉しいです。 
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性 別 意 見 

女性 

農業体験教室を実施してほしいと思います。（お米作り、野菜作りなど）地元での農作物の販売

する機会を増やしてほしいです。さんさんの郷で行われる催しを季節ごとにやるなど、地元の農

作物を知りたいです。子供達も知らないようです。（３年前に転入の為） 

男性 

悠学カレッジ風に、時間曜日何コースか、食育の理論とその実践についてゆっくり、ゆったりし

た講座の開設を希望します。特に仕事を持っている者、高齢者向けに是非、健康と医療費低減化

の為にも。 

女性 

なるべく安全、安心な食材を使うよう、心掛けています。無農薬や低農薬は高価だったり、手に

入りにくいのが現状です。無農薬や低農薬で育てている農家に町が助成することで、もっと安く

て安全なお野菜が増えることを望みます。 

女性 

おばあちゃんの畑で収穫を手伝った野菜、また、おばあちゃんから宅配便で届いた野菜だときら

いな物でもよく食べたり、又、作るのを手伝った料理だとよく食べます。食べる事そのものに合

わせて、材料がどのようにして家まで来て、どの様にしてテーブルにのぼるかにも興味を持てる

様にすると、自然に食欲もわくのかもしれません。 

女性 

わが家では、夕食時に「まごはやさしい」豆類、ゴマ、ワカメ・海藻、やさい、魚、シイタケ・

キノコ類、イモ類をチェックしながらご飯を食べます。ご飯を作る時に、なるべくこれらが入る

ようにし、子供と「今日はちゃんとあるかなあ～」などと言いながら食べると、自然に子供達も、

何が何類になるかがわかるようになり、夕食に足りなくても「今日給食でちゃんと食べたよ」な

どと話してくれます。 

女性 

日本の食糧自給率の低下は、食卓を反映しているように思います。コンビニ、スーパー、外食が

増え、食が乱れている子供達の親には“食育”という言葉にすら無関心のように思います。手軽

なおにぎりですら、コンビニなどで買えてしまうのですから。セミナーなどより、簡単なお焼き

や御飯料理のレシピの配布、提案、親子参加でなく子供のみの調理実習や学校での調理実習内容

の変更、検討など子供から親に働きかけるくらいしか方法がないかもしれません。 

男性 

食事のバランスばかり気にしすぎて楽しい食事を、食卓を忘れさせてしまう給食は、体に良くな

い様な気がします。体のために無理矢理食事をさせる様な事は食育に反していると思いますの

で、まずは楽しい食事が、食卓が望ましいと思います。子供達は自分で育てた野菜などはとても

楽しみにしてお料理をします。幼稚園で育てたトマトやさつま芋などを使って調理した物を食べ

た時は、家でも色々と会話が弾んで、子供の口から感想が聞けて、子供も親も嬉しいです。子供

達が育てた食べ物を調理すると、食べ物を大切に食べると思うので、良いと思います。 

女性 

時々、幼稚園から野菜などを収穫して持ち帰ります。その野菜が調理されて食卓に並ぶととても

喜びます。このような機会が増えると、食べ物や自分の健康にも関心が持てるようになり、家庭

での会話も増えると思います。園児では難しいかもしれませんが、田植えなどの経験もよいかも

しれませんね。我が家では、今年初めて子供達と田植え体験をしました。（我が家の田んぼにて）

泥に素足を入れたときは恐がっていましたが、とてもよい経験になりました。 
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第３章 三好町の目指す食育 

１ 基本理念 

「三好町にはどのような食育施策がふさわしいのでしょうか」 

「若い世代とその子どもたちが多い三好町では、まず人づくりでは」 

「町民の健康増進にはどのような食育活動が望まれるのでしょうか」 

「効果をあげるには地域活動が最も大切なのでは」 

三好町民が目指す食育と暮らしについて、三好町食育推進会議と食育研究会は上

記のような内容について話し合いを重ね、町民アンケートも参考に検討した結果、

次のような視点を基本的な理念としました。 

 

 

 

 

 

 

町民一人ひとりが自ら「食」を見つめ直し、健康的な食習慣を培うと同時に、食

を通して自然の恩恵と食物に対する感謝の気持ちを養い、地域の行事や、継承され

てきた食文化を理解する必要があります。さらに、健康的で心豊かに生きられる人

を育て、安全で無駄のない食の環境づくりや地産地消をすすめ、町民が生涯を通し

てより良い食生活を築けるよう、この理念の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
食の大切さを知り、食を通した人づくり 
健康づくり、環境づくりを推進する 

基本理念
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２ 基本目標 

 

 

 

○食の大切さを見直し、食べ物は動物や植物の命をいただいていることを再認

識するため、食に関する知識を習得するとともに、食に対する感謝の気持ち

を育てます。また、楽しい会話のある食事の場づくりの大切さを伝えます。 

○自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動への理解を深めるため、食に携わ

る様々な人々と触れ合い、また、料理を作る楽しさや、作る人への感謝の心

をはぐくむため、体験型の学習をすすめ、食と農に対する理解を深めます。 

○食に関して豊かな知識や経験をもち、情熱をもって地域に密着した活動に取

り組むボランティアの人々の役割が大変重要です。 

食の大切さを広めるため、食育に関わる人材を育成するとともに、家庭を中

心として保育所・幼稚園・学校・地域・農業団体・事業所・医療機関・行政

などが連携協力して普及・啓発活動に取り組みます。 

【基本施策】 

① 食の正しい知識を身に付け、食に対する感謝の心を育てます 

○食の正しい知識を身に付けるため、各種教室や講

演会、勉強会、懇談会、相談会などを開催すると

ともに、食育に関するパンフレットや、たよりの

配布などによる情報提供活動をすすめます。 

 

 

 

○食に対する感謝の心をはぐくむため、「いただき

ます」「ごちそうさま」のあいさつ運動や学校教

育での生産現場の訪問学習、食育授業、食生活指

導などをすすめます。 

 

 

基本目標 １ 

食の大切さや楽しさが分かる心豊かな人を育てましょう（人づくり） 
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② 楽しい食事の場づくりの大切さを伝えます 

○家族やみんなで食事をする楽しさ、コミュニケーションの大切さを伝えるた

め、保育所・幼稚園・学校での楽しい給食の環境づくりや、親子料理教室な

どを行うとともに、家庭への啓発活動をすすめます。 

 

③ 農作物の栽培や料理教室など体験型の学習と食文化の継承をすすめます 

○手軽な野菜栽培から本格的な農業塾の開催など、農

作物の栽培体験学習や地域でとれる食材を利用し

た料理教室を、保育所・幼稚園・学校・地域などと

協力してすすめます。 

 

 

○地域に伝わる郷土料理を、レシピとして紹介すると

ともに、料理教室の開催や学校給食への導入などに

より継承します。 

 

 

 

④ 食育を広めるための人材の育成や関係者との連携、普及啓発をすすめます 

○食育に関わる人材を育成するため、食生活改善推進員育成の研修会の開催や

食育推進にあたるボランティア活動に対する支援を行います。 

また、食育を普及するため関係機関と連携し、イベントやコンテストなどの

開催、広報やホームページを活用した食に関する情報提供、普及啓発資材の

作成・配布、食育推進の協力店を増やすなど、様々な活動をすすめます。 
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○「食は命の源」とは分かっていても、毎日の食生活の乱れは大人ばかりでな

く、成長期の子どもにも見受けられます。 

健康な体で生き生きとした生活を送るために、食の乱れを見直し、バランス

のとれた食生活と、規則正しい食習慣を身に付けるとともに、安全な食生活

が確保できるよう、食品の安全性に関する関心や知識も高めます。 

 

【基本施策】 

① バランスのとれた食生活の大切さを伝えます 

○バランスのとれた食生活をすすめるため、妊婦

への食生活指導をはじめ、各世代への教室の開

催による栄養教育や栄養指導を行うとともに、

食事バランスガイドを使用した啓発活動や情

報提供などをすすめます。 

 

 

② 規則正しい食習慣を身に付け、生活習慣病を予防します 

○がんや高血圧症、高脂血症、糖尿病、歯周

病などの生活習慣病を予防するため、食生

活改善指導や肥満予防指導、むし歯予防指

導などの予防対策をすすめます。 

 

 

③ 食の安全性について関心を高めます 

○食品表示の適正化の推進や、食の安全性についての関心を高めるため、教室

の開催やパンフレットなどによる普及啓発活動をすすめます。 

 

 

基本目標 ２ 

食を通して健康な体づくりをすすめましょう（健康づくり） 
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○食べ残しや食品の廃棄を減らし、身近なところでとれる農畜産物を積極的に

消費、利用することが環境への負荷の軽減につながります。 

地産地消をすすめ、食べ残しや食品の廃棄を減らす環境にやさしい食生活を

すすめます。 

【基本施策】 

① 環境にやさしい食生活や活動をすすめます 

○食べ残しや食品の廃棄が出ないような食品の購入や食

事づくりをすすめ、学校給食での残菜の減量指導を行

うとともに、廃棄された食品の堆肥化の促進や、安全

性確保のための農作物に対する減農薬栽培などをすす

めます。 

 

 

② 地産地消をすすめます 

○生産者の顔が見える安全安心な農畜産物の

消費や利用を促進するため、地元農畜産物

のＰＲや消費拡大につながるイベントを行

なうとともに、販売店の拡大や、学校給食

などでの積極的な利用をすすめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 ３ 

食に関する環境を大切にしましょう（環境づくり） 
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３ 体系図 

 

 

 

 
１
食の正しい知識を身に付け、食に対する感謝の

心を育てます  

 

 

 

 ２ 楽しい食事の場づくりの大切さを伝えます 

 

 

１ 

食の大切さや楽しさが分

かる心豊かな人を育てま

しょう（人づくり）  ３
農作物の栽培や料理教室など体験型の学習と

食文化の継承をすすめます 

 

４
食育を広めるための人材の育成や関係者との

連携、普及啓発をすすめます 
 

 

 

 

 

 

 

  １ バランスのとれた食生活の大切さを伝えます 
 

 

２ 

食を通して健康な体づく

りをすすめましょう 

（健康づくり）  ２
規則正しい食習慣を身に付け、生活習慣病を予

防します 

 

 ３ 食の安全性についての関心を高めます 
 

 

  

 

 １ 環境にやさしい食生活や活動をすすめます 
 

 

３ 

食に関する環境を大切に

しましょう 

（環境づくり） ２ 地産地消をすすめます 
 

 

食
の
大
切
さ
を
知
り
、
食
を
通
し
た
人
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る 

 

【基本理念】 【基本目標】 【基本施策】 
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１１１ 「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする人を増やす 

２２２ 家族の誰かと一緒に食事をする人の割合を増やす（朝食） 

３３３ 家族が作ったものを毎日食事する人の割合を増やす 

４４４ 農作物の栽培体験をしたことがある人の割合を増やす 

５５５ 料理教室に参加（料理の手伝い）したことがある人の割合を増やす 

６６６ 食育という言葉に対する認知度を増やす 

７７７ 食育の普及に関する事業・活動数を増やす 

８８８ 食育ボランティアの活動者数を増やす 

９９９ 食育協力店の数を増やす 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

111000 朝食の欠食割合を減らす（ほとんど食べない・週に２、３日しか食べない） 

111111 食事バランスガイドの認知度を増やす 

111222 食事の栄養バランスに気をつけている人の割合を増やす 

111333 肥満者の割合を減らす 

111444 メタボリックシンドロームの認知度を増やす 

111555 自分の適正体重を維持する食事量を理解し実践している人の割合を増やす 

111666 よくかんで食事をする人の割合を増やす 

111777 買物時に食品表示を必ず確認する人の割合を増やす 

 

 

 

  

 

111888 無駄や廃棄の少ない食事づくりを積極的に行っている人の割合を増やす 

111999 地元食材をいつも購入するように努めている人の割合を増やす 

222000 学校給食における地場産物を利用する割合を増やす（愛知県産品目） 

 

 

【目標項目】



 

 

 

 

 

 

32 

 

第４章 具体的な取り組み 

１ 基本目標別取り組み項目 

基本目標の達成のための具体的な取り組みを体系別に分類し、施策ごとの取り組

み項目を一覧にして示します。 

 

基本目標１ 食の大切さや楽しさが分かる心豊かな人を育てましょう(人づくり) 

【基本施策１】 

食の正しい知識を身に付け、食に対する感謝の心を育てます 

具体的な取り組み項目【18項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

パパママ教室 
妊婦への食生活指
導を行う 

食事バランスガイドを活
用した栄養指導や調理実
習を行う 

保健センター 妊婦 継続

わんぱく教室 

年齢に合った食生
活の指導や生活リ
ズムの大切さを教
える 

２歳児とその保護者を対
象に栄養教育を行う 

保健センター 
２歳児 
保護者 

継続

子どもの料理
教室「わくわく
からだ探検隊」 

調理実習や講話等
を通して自身の体
についての興味と
関心をもたせる 

小学生を対象に調理実
習、正しい生活習慣の講
話、ブラッシング指導等
を行う 

保健センター 小学生 継続

食生活改善推
進協議会活動 

健康な食生活の推
進と日本食の良さ
の啓発等を行う 

食事バランスガイドを活
用した調理実習や栄養教
室等を行う 

食生活改善 
推進協議会 
保健センター 

町民等 充実

保護者勉強会 
・懇談会 

家庭での食生活に
おける相談や指導
により、食の大切
や楽しさを知らせ
る 

栄養士、保育士による偏
食の工夫や対応方法につ
いて、グループおよび個
人の状況に合わせ指導す
る 

母子通園 
ルーム 

園児の 
保護者 

継続

保護者との食
に関する相談 

食べることの基本
的な知識と常識的
な営みを伝える 

家庭と連携をとって食事
指導を実施する 

保育所 
幼稚園 

園児の 
保護者 

継続

子どもたちの
朝ごはん喫食
状況の聞取り
調査 

子どもの発達に重
要な朝食の大切さ
を知らせる 

朝食を食べたか、だれと
食べたか、何をどれくら
い食べたかを把握する 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

園児 
小中学生 

継続
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事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

園だよりへの
食育記事の掲
載・配付 

食の大切さを伝え
て関心を高める 

園だよりに食育に関係す
る記事を掲載し、規則正
しい生活習慣や朝食をと
る意義などを伝える 

保育所 
幼稚園 

園児の 
保護者 

継続

消費生活講座 
食と健康について
の知識や関心を高
める 

食生活や健康に関する講
座を開催する 

農政商工課 町民等 継続

園児の食育指
導計画の作成 

保育所における食
育のあり方を見直
す 

保育所に求められる食育
指導計画書の作成と実践
を行う 

保育所 
保育士 
園児 

新規

高齢者食育講
座 

食と健康について
の知識や関心を高
める 

高齢者向けの食育に関す
る講座等を開催する 

保健センター 
生涯学習課 

町民等 充実

食育講演会 
子どもの保護者に
食の大切さの啓発
と知識向上を図る

食育に関する講師を招き
保護者を対象とした食育
の講演会を開催する 

保育所 
幼稚園 

小中学校PTA 
教育行政課 

小中学生 
保護者 

新規

「いただきま
す」「ごちそう
さま」あいさつ
運動 

あいさつは食に対
する感謝の気持ち
の言葉であること
を伝える 

給食時にあいさつや感謝
の大切さを指導する 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

園児 
小中学生 

充実

園児への食生
活指導 

食べることの基本
的な知識を身に付
ける 

絵カードを利用して食べ
物の種類や栄養素の働き
を知らせたり、食に関係
した歌を歌ったりする 

保育所 
幼稚園 

園児 継続

残菜の減量指
導 

食の大切さや感謝
の気持ちをもたせ
る 

残菜をなくすため、食に
関する絵本や図鑑などを
通して食の大切さを理解
させる 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

園児 
小中学生 

継続

家庭教育学級
の開催 

食育に関する学習
を推進する 

食育の学習の一環として
給食の出来上がる過程や
栄養バランス、料理の工
夫等を学ぶ 

教育行政課 
家庭教育
学級生 
(保護者) 

継続

家庭科での食
育授業 

食育授業を通して
食の大切さや楽し
さを学ぶ 

授業で料理を作りながら
食育教育を行う 

小中学校 小中学生 新規

生産現場の訪
問体験学習 

生産者に対する感
謝の気持ちをはぐ
くむ 

農畜産物の生産者の現場
を訪問し、農作業等の体
験学習などを行う 

小中学校 小中学生 継続
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【基本施策２】 

楽しい食事の場づくりの大切さを伝えます 

具体的な取り組み項目【５項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

給食を楽しむ
環境づくり 

みんなで食べる楽
しさを、五感を通
して感じられるよ
うにする 

楽しい食事の環境づくり
としてＢＧＭ、テーブル
クロス、花、バイキング
方式などの演出や工夫を
する 

保育所 
幼稚園 

園児 継続

給食献立表を
通したコミュ
ニケーション
の呼びかけ 

家庭でのコミュニ
ケーションを推進
する 

献立表に「学校給食の献
立から」と題し、家庭で
料理を作る呼びかけを掲
載する 

学校給食 
センター 

小中学生 継続

親子料理づく
り 

収穫した野菜を通
して食物の大切さ
と親子で一緒に作
る楽しさを伝える

収穫した野菜を園と父母
の会、園児とで調理し食
する 

保育所 
幼稚園 

園児 
保護者 

継続

家庭への啓発
活動 

園だより、学校だ
よりなどにより食
の楽しい場づくり
の大切さを伝える

各家庭へ食育に関係する
たよりを配付する 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

子どもの
保護者 

充実

ノー残業家族
夕食デーの啓
発 

家族そろって夕食
を楽しむ 

残業時間を短縮して、家
族と一緒に食事をする機
会を増やすようパンフレ
ット等を配布する 

事業所 
農政商工課 

町民等 新規

 

【基本施策３】 

農作物の栽培や料理教室など体験型の学習と食文化の継承をすすめます 

具体的な取り組み項目【22項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

園児の野菜栽
培と収穫調理
体験 

野菜の栽培や試食
を通して食の理解
を深める 

園児が野菜の植付け、水
かけ、草取り、収穫を行
い、調理して試食する 

保育所 
幼稚園 

園児 継続

農作物の栽培
体験 

作物の栽培の大変
さや食の大切さを
知る 

各小学校１・２年生が農
作物の栽培体験活動を生
活科の授業の中で実施す
る 

小学校 
小学１・ 
２年生 

継続

アグリスクー
ル「はぐくみの
会」 

野菜作りを三世代
で交流しながら体
験し、食農教育を
すすめる 

親子三世代が一緒にな
り、野菜の種まき、植付
けから管理、収穫、料理
までを体験する 

ＪＡあいち 
豊田 

はぐくみの会 
町民等 充実
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事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

バケツ稲作 

食卓の食べ物に興
味をもち稲作や農
業への理解を促進
する 

小学生を対象にバケツの
中に田んぼを作り、一粒
の種もみから稲が成長
し、お米にして食べるま
でのプロセスを体験させ
る 

ＪＡあいち 
豊田 
三好営農 
センター 

小学生 継続

三好の伝統料
理教室 

三好の伝統料理を
紹介し味わっても
らい後世に伝える

とりめし、おこしもん、
おせち料理などをＪＡあ
いち豊田ふれあいホー
ル、小学校、明越会館等
で調理実習し試食を行う

ＪＡあいち 
豊田 

三好女性部 

町民 
小学生 

継続

生き活き農業
塾 

農作物の栽培体験
を通して農業や農
作物への理解を深
める 

野菜の種まき、植付けか
ら、管理、収穫までの体
験学習を実施する 

ＪＡあいち 
豊田 
三好営農 
センター 
農政商工課 

町民等 充実

野菜づくり講
習会 

野菜作りを通して
農作物への理解を
深める 

野菜の栽培管理方法につ
いての講習会を開催する

さんさんの郷 町民等 継続

市民農園 

農作物の栽培体験
や農業に関する情
報交換、交流を行
う 

さんさんの郷など市民農
園区画で農作業の指導を
受けながら農作物の栽培
を行う 

さんさんの郷 
農政商工課 

町民等 充実

子どものため
の食育活動 
（親子で料理） 

調理実習を通して
親子で食に関わる
ことの大切さを理
解する 

親子の調理実習を実施す
る 

食生活改善推
進協議会 
保健センター 

園児 
保護者 

継続

親子料理づく
り（再掲） 

収穫した野菜を通
して食物の大切さ
を知らせる 

収穫した野菜を園と父母
の会、園児とで調理し食
する 

保育所 
幼稚園 

園児 
保護者 

継続

子どもの料理
教室（再掲） 
「わくわくか
らだ探検隊」 

調理実習、講話等
を通して自身の体
についての興味と
関心をもたせる 

小学生を対象に調理実
習、正しい生活習慣の講
話等を実施する 

保健センター 小学生 継続

学校給食セン
ター中学生職
場体験学習 

食に関する専門指
導や調理体験を通
して食に対する理
解を深める 

中学２年生の職場体験学
習で、給食のできるまで
の過程を実習する 

学校給食 
センター 

中学生 継続

農業体験学習
への支援 

農業体験学習推進
の支援を行う 

農業塾など農業体験学習
を推進する団体へ助成金
等の支援を行う 

農政商工課 農業団体 充実
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事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

手軽な野菜栽
培教室 

手軽な野菜の栽培
体験を通して作物
への興味と食の大
切さを伝える 

プランター栽培や水耕栽
培で、手軽にできる野菜
の栽培教室を開催する 

生涯学習課 町民 新規

高齢者料理教
室 

料理実習を通して
食生活の大切さを
再認識する 

高齢者向けの料理教室を
開催し、食習慣を見直す

生涯学習課 町民等 充実

地区生涯学習
講座 

料理を作る楽しさ
や食の大切さを知
ってもらう 

行政区単位で料理講座な
どの生涯学習講座を開催
する 

行政区 
生涯学習課 

町民等 充実

男性の料理教
室 

料理を作る楽しさ
や食の大切さを知
ってもらう 

公民館講座で男性の料理
教室を開催する 

生涯学習課 町民 充実

学校給食にお
ける郷土料理
の導入推進 

ふるさとの味を知
り伝統料理を継承
する 

地域に伝わる郷土料理を
地元の農産物を使用して
給食に提供する 

学校給食 
センター 

小中学生 継続

学校給食にお
ける日本食献
立の拡充 

日本食の良さを見
直し、バランスの
とれた食事を提供
する 

地元産の米（大地の風）
を週４回程度使用し、ご
はんを中心とした献立を
展開する 

学校給食 
センター 

園児 
小中学生 

充実

みよし悠学カ
レッジ食文化
の会 

郷土料理を学び広
く伝承する 

三好の郷土料理のレシピ
の紹介や料理教室を開催
する 

生涯学習課 町民等 継続

ＪＡ食育料理
教室 

地元食材を利用し
た料理を伝える 

地元でとれた旬の食材を
利用した料理を試作し、
レシピを産直センターで
紹介する 

ＪＡあいち 
豊田 

三好女性部 

ＪＡ女性
部員 
町民 

新規

伝統料理レシ
ピの紹介 

郷土料理を広く伝
承する 

郷土料理レシピ本「伝え
たい三好の味」を広報で
紹介する 

生涯学習課 町民等 新規
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【基本施策４】 

食育を広めるための人材の育成や関係者との連携、普及啓発をすすめます 

具体的な取り組み項目【18項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

学校給食センタ
ー調理員による
学級訪問 

児童生徒と調理員
との会食を通して
給食への関心や理
解を深める 

給食調理後、各学校へ出
向き児童生徒と会食し、
給食への思いを伝える 

学校給食 
センター 

小中学生 継続

学校給食センタ
ー見学試食会 

学校給食への関心
と理解を深める 

給食センターで給食が
できるまでを見学し、そ
の日に調理された給食
を試食する 

学校給食 
センター 

小中学生
の保護者 
町民等 

継続

食生活改善推進
協議会育成事業 

地域で活動する食
生活改善推進員を
育成する 

食生活改善のための自
主事業の研修会や勉強
等を支援する 

保健センター 
食生活改
善推進員 

充実

ＮＰＯ・ボラン
ティア団体への
情報提供 

ＮＰＯ・ボランティ
ア活動を活性化す
る 

ＮＰＯ・ボランティア団
体へ食育に関する情報
を提供する 

農政商工課 
保健センター 

ＮＰＯ 
ボラン 
ティア 

継続

食生活改善推進
協議会活動 
（再掲） 

食生活改善知識の
普及啓発を図る 

保健センター事業と連
携し食生活改善の教室
や講座を開催する 

食生活改善推
進協議会 
保健センター 

町民等 充実

産業フェスタ 
食育に関する情報
提供や関係者の交
流を図る 

産業フェスタで食育コ
ーナーを設置し、食育に
関する情報提供や交流
を行う 

産業フェスタ
みよし実行委
員会 

町民等 充実

総合福祉フェス
タ 

食育に関する情報
提供や関係者の交
流を図る 

総合福祉フェスタで食
育コーナーを設置し、食
育に関する情報提供や
交流を行う 

保健センター 町民等 充実

ホームページに
献立掲載 

食育に関する情報
を提供する 

小中学生用の献立表・食
物カレンダー・アレルギ
ー表・材料表をホームペ
ージに掲載し、情報提供
を行う 

学校給食 
センター 

町民等 継続

保健センター健
診・相談・教育
事業 

食育に関する情報
を提供する 

食育啓発資材の配布や
掲示を行う 

保健センター 町民等 継続

食育だよりの発
行 

食育に関する情報
を発信する 

園児の各家庭に食育に
関係する「たより」を発
行する 

保育所 
園児の 
保護者 

新規

食育に関する絵
画作文等のコン
クール 

食育の大切さをＰ
Ｒする 

小中学校で食育に関す
る絵画や作文等を募集
して表彰する 

小中学校 小中学生 新規
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事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

広報による食育
の啓発 

食育の普及啓発を
図る 

広報を通して食育に関
する情報を提供する 

農政商工課 
保健センター 

町民等 新規

朝食コンテスト 

朝食の役割、大切
さについて関心を
もってもらい、コ
ンテストを通して
家族や地域のコミ
ュニケーションを
図る 

早くておいしい簡単朝
食メニューの募集・審
査・表彰を行う 

食育ボラン 
ティア 

保健センター 
農政商工課 

町民等 新規

食育推進協力店
の拡大 

食品関連事業所と
の連携を図り食育
を普及する 

町内食品関連事業所に
食育推進の協力を得て
食育の啓発活動を行う 

食品関連 
事業所 
農政商工課 

町民等 新規

ホームページで
食育推進 

食育に関する情報
を提供する 

三好町のホームページ
で食育に関する情報提
供を行う 

農政商工課 
保健センター 

町民等 新規

食育啓発資材の
作成 

食育の普及啓発を
すすめる 

横断幕、のぼり旗、パン
フレットなど啓発資材
を作成し啓発する 

農政商工課 町民等 新規

食育推進活動に
対する支援 

食育推進への連携
協力と支援を行う

食育推進活動を行う団
体等に補助金等の支援
を行う 

農政商工課 団体等 新規

食育に関する調
査 

食生活の実態を調
査する 

教育状況調査の中で食
育に関する調査、健康み
よし２１の中で食育に
関するアンケート調査、
食育推進計画に関する
アンケート調査を実施
する 

小中学校 
保健センター 
農政商工課 

町民等 充実
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基本目標２ 食を通して健康な体づくりをすすめましょう（健康づくり） 

【基本施策１】 

バランスのとれた食生活の大切さを伝えます 

具体的な取り組み項目【11項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

パパママ教室 
（再掲） 

妊婦への食生活指
導を行う 

食事バランスガイドを活
用した栄養指導や調理実
習を行う 

保健センター 妊婦 継続

わんぱく教室 
（再掲） 

年齢に合った食生
活の指導や生活リ
ズムの大切さを教
える 

２歳児とその保護者を対
象に栄養教育を行う 

保健センター 
２歳児 
保護者 

継続

子どもの料理
教室（再掲） 
（わくわくか
らだ探検隊） 

調理実習や講話等
をて自身の体につ
いての興味と関心
をもたせる 

小学生を対象に調理実
習、正しい生活習慣の講
話、ブラッシング指導等
を行う 

保健センター 小学生 継続

食生活改善推
進協議会活動 
（再掲） 

健康な食生活の推
進と日本食の良さ
の啓発等を行う 

食事バランスガイドを活
用した調理実習や栄養教
室等を行う 

食生活改善 
推進協議会 
保健センター 

成人 充実

家庭への献立
表・食育だより
の配付 

給食内容の情報提
供と給食に対する
興味・関心をもた
せる 

給食の献立表・食育だよ
りを各家庭に配付する 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

子どもの
保護者 

継続

保育参観での
給食の紹介 

給食に対する興
味･関心をもたせ
る 

保護者に給食の状況を見
てもらい、毎月配付して
いる献立表や成分表の内
容を説明し、食に関心を
もってもらう 

保育所 
幼稚園 

園児の 
保護者 

継続

給食献立から
栄養指導 

３色の食品群に興
味をもたせる 

給食の献立を紹介し、給
食には何が入っているか
３色に分類して確かめさ
せる 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

園児 
小中学生 

継続

小学３年生へ
の栄養指導授
業 

給食を活用して食
に関する栄養指導
を行う 

小学校３年生の全学級
で、栄養教諭や学校栄養
職員が参加しての授業を
実施する 

学校教育課 
小学 
３年生 

継続

我家の献立作
り 

バランスのとれた
食生活を提案する

栄養バランスのとれた食
事の献立を立てて家庭に
紹介する 

食育ボラン 
ティア 

保健センター 
町民等 新規

三好版食事バ
ランスガイド
の作成 

三好町の食材を取
り入れた食事バラ
ンスガイドを提案
する 

三好町の食材を取り入れ
栄養バランスのとれた食
事の献立を立てて家庭に
紹介する 

食育ボラン 
ティア 

保健センター 
農政商工課 

町民等 新規

食生活のバラ
ンスチェック 

日頃の食事のバラ
ンスを確認する 

日頃の自分の食事内容か
ら栄養バランスなどを確
認する 

食育ボラン 
ティア 

保健センター 
農政商工課 

町民等 新規
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【基本施策２】 

規則正しい食習慣を身に付け、生活習慣病を予防します 

具体的な取り組み項目【10項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

個別懇談会の
開催 

食生活の実態を把
握し改善する 

園児の食事の様子を伝え
たり、保護者からの相談
にこたえ、食育について
の情報を提供する 

保育所 
幼稚園 

園児の 
保護者 

継続

子どもの料理
教室（再掲） 
「わくわくか
らだ探検隊」 

調理実習、講話等
をて自身の体につ
いての興味と関心
をもたせる 

小学生を対象に調理実
習、正しい生活習慣の講
話やブラッシング指導等
を実施する 

保健センター 小学生 継続

健康診断、 
健康診査 

子どもの肥満を予
防する 

乳幼児や園児、児童、生
徒の健康診断等の結果に
より肥満予防の指導を行
う 

保育所 
幼稚園 
小中学校 
保健センター 

乳幼児 
園児 
小中学生 

充実

フッ化物洗口 
子どものむし歯を
予防する 

小学校で希望者にフッ化
物洗口を実施する 

小学校 小学生 継続

むし歯予防教
室、わんぱく教
室等 

子どものむし歯を
予防する 

１・２歳児と保護者、保
育所児などを対象にむし
歯予防に関する講話と歯
みがき指導を行う 

保健センター 
幼児 
園児 
小学生 

継続

園児への歯み
がき指導 

子どものむし歯を
予防する 

医師や歯科衛生士による
歯科検診、歯みがき指導、
むし歯予防に関する紙芝
居を行う 

保育所 
幼稚園 

保健センター 
園児 継続

健康教育 
歯の大切さの意識
向上を図る 

歯周病予防や摂食等に関
する講話とブラッシング
指導を行う 

保健センター 
教室受講
者老人ク
ラブ等 

継続

健康診断にも
とづく食生活
の改善指導 

生活習慣病を予防
する 

健康診断の結果に基づき
病院の管理栄養士が食生
活の改善を指導する 

町民病院他 
健康診断
受診者 

継続

保健対策推進
協議会活動 

疾病の予防、健康
の保持増進を図る

保健対策推進協議会で疾
病予防、健康の保持増進、
健康づくりについて審
議・企画を行う 

保健対策推進
協議会 

保健センター 
町民等 継続

夏休み朝食ス
タンプカード 

規則正しい食生活
の推進を図る 

夏休み中、小学生に朝食
をきちんととるようにス
タンプカードを発行し毎
日チェックさせる 

小学校 小学生 新規

 



 

 

第４章 具体的な取り組み 

 

 

 

41 

 

 

【基本施策３】 

食の安全性について関心を高めます 

具体的な取り組み項目【９項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

食品ウォッチ
ャー 

適正な食品表示を
監視する 

日常の買い物において食
品の表示実態を観察し結
果を県に報告する 

愛知県 
農政商工課 

町民等 継続

食品表示制度
の啓発 

食の安全安心に関
する知識と理解を
深める 

食品表示制度に関するパ
ンフレットを配布する 

愛知県 
農政商工課 

町民等 継続

摂取栄養量・栄
養基準量の表
示 

栄養成分表示の関
心を高める 

献立表に月の平均栄養価
や栄養基準量を掲載する

学校給食 
センター 

小中学生 継続

飲食店の栄養
成分表示の推
進 

栄養成分表示の関
心を高める 

飲食店の料理メニューに
栄養成分の表示を実施す
る 

商工会 
農政商工課 

飲食店他 充実

食生活改善推
進員養成教室 

食の安全性に関す
る関心を高める 

食の安全に関する講話を
実施する 

保健センター 町民等 継続

食物アレルギ
ーへの対応 

アレルギーのある
園児、児童、生徒
も安心して食事が
できるようにする

成分表を作成し、食物ア
レルギーの園児、児童、
生徒に適切に対応する 

学校給食 
センター 

園児 
小中学生 

継続

食品衛生講習
会 

食の安全に関する
意識を高める 

食品の衛生管理に関する
講演・講習会等に参加す
る 

愛知県 
商工会 

食品衛生協会 

食品衛生
関係者 

継続

給食献立表に
食の豆知識を
掲載 

食の安全に関する
知識を高める 

給食の献立表の中に食の
安全に関する豆知識を掲
載する 

学校給食 
センター 

園児 
小中学生 

充実

ＧＡＰ※の普
及啓発 

食の安全性を高め
る 

農産物の生産段階におい
て、より高い安全性等を
確保するための工程管理
手法であるＧＡＰの普及
啓発を行う 

愛知県 
農政商工課 

生産者 新規

※ ＧＡＰとは、Good Agricultural practice の略称で、農業生産現場において、食品の安全
確保などへ向けた適切な農業生産を実現するための管理ポイントを整理し、それを実践・記
録する取り組みです。 
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基本目標３ 食に関する環境を大切にしましょう（環境づくり） 

【基本施策１】 

環境にやさしい食生活や活動をすすめます 

具体的な取り組み項目【６項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

エコファーマ
ーの推進 

減農薬栽培を推進
する 

減農薬栽培計画の作成・
実施を促しエコファーマ
ーとして認定する 

愛知県 
農政商工課 

農産物 
生産者 

継続

残菜の減量指
導（再掲） 

給食の残菜を減量
する 

給食時に残菜を極力出さ
ないよう指導する 

保育所 
幼稚園 
小中学校 

園児 
小中学生 

継続

残菜を生ごみ
処理機で堆肥
化 

生ごみを資源とし
て循環させる 

残菜を生ごみ処理機で乾
燥させ、粉末にして田や
畑の肥料とし環境にやさ
しい利用をする 

学校給食 
センター他 

農業団体 
農家等 

継続

消費生活塾 
環境にやさしい食
生活の推進 

料理教室や食用廃油を利
用した石鹸づくりを行う

農政商工課 
消費生活
塾会員 

充実

菜の花エコプ
ロジェクト 

農産物等から発生
するゴミを資源と
して循環させる 

食品残さや、なたね粕を
堆肥化して農地に還元
し、菜の花の栽培や菜種
の収穫、菜の花エコスタ
ディバスツアーを開催す
る 

愛知県 
農政商工課 

農業団体 
企業 
ＮＰＯ等 

継続

給食事業にお
ける食品リサ
イクル 

食品リサイクルを
行う 

給食で使用した揚物油を
動物の飼料としてリサイ
クルする 

学校給食 
センター 

事業者 継続



 

 

第４章 具体的な取り組み 

 

 

 

43 

 

 

【基本施策２】 

地産地消をすすめます 

具体的な取り組み項目【８項目】 

事業・活動名 目 的 内 容 実施主体 対象 方向性

産業フェスタ 
（再掲） 

地元農産物の消費
拡大とＰＲを行う

毎年11月の第１日曜日
にイベントとして開催し
地元農産物の直売やＰＲ
を行う 

産業フェスタ
みよし実行委
員会 

町民等 充実

給食センター
での地元農産
物の使用とＰ
Ｒ 

地元農産物の利用
促進やＰＲを行う

給食の献立に愛知県産、
三好産の米や野菜などの
食品を指定し、利用促進
やＰＲを行う 

学校給食 
センター 

小中学生
保護者 

充実

地元農産物の
販売 

地元農産物の販売
により地産地消を
推進する 

ＪＡあいち豊田グリーン
センター三好店、グリー
ンステーション三好で地
元農産物の販売やＰＲを
行う 

ＪＡあいち 
豊田 

町民等 充実

炊きたてご飯
の試食会 

三好産米のおいし
さを知ってもらい
地元産米の消費拡
大を推進する 

町内のイベントや店頭で
炊きたての白米を試食し
て米本来の味を知っても
らう 

ＪＡあいち 
豊田 

農政商工課 
町民等 新規

地元農産物の
啓発 

地産地消を推進す
る 

チラシ等により地元農産
物や販売場所をＰＲする

ＪＡあいち 
豊田 

農政商工課 
町民等 新規

地産地消への
支援 

地産地消の推進を
支援する 

地産地消を推進する団体
に助成金等の支援を行う

農政商工課 農業団体 充実

地産地消の啓
発 

地産地消を促進す
る 

地元農産物を使用した学
校給食の献立をホームペ
ージ等で紹介する 

学校給食 
センター 

町民 
小中学生 

継続

産直に関する
研修会 

地元農産物の生産
販売を促進する 

生産販売に必要な知識習
得のための講習会の実施
や先進地視察を実施する

ＪＡあいち 
豊田 
産直部会 

農産物 
生産者 

継続
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２ ライフステージ別の取り組み 

食べることは一日も欠かさず生涯を通して営まれる生きるための礎です。町民一

人ひとりが生涯を通して自らの食のあり方について考え、実践する力をつけること

が望まれます。現在の食をめぐる様々な課題解決のため、乳幼児期から少年期、青

年期、大人と、それぞれのステージでの重要テーマを明らかにして、食を支えてい

る人々とともに効果的に取り組んでいきます。 

 

（１）第１ステージ（０～５歳頃） 

乳児期から幼年期の食育に重要な役割を果たすのは家庭です。見る、さわる、

味わう等、発達段階に応じて五感をみがくことは、食べ物に対するはじめの一歩

です。 

子どもが元気に育つ食習慣を身に付けるため、母子保健や保育、幼児教育を担

う人材を活かして、家庭での食育をすすめます。 

 

【ポイント】 
 

・安心と安らぎの中で母乳（ミルク）を飲む心地よさを味わう 

・一人ひとりの発達に合わせた離乳を進める 

・「いただきます」「ごちそうさま」などを言う習慣を身に付ける 

・早寝、早起き、朝ごはんの習慣を身に付ける 

・いろいろな食べ物を見て、触って、味わい、また、食事のお手伝いに

も関わりをもたせる 

・家族等と一緒に食べることの楽しさを味わう 

・主食、主菜、副菜をそろえて食べる 

・おやつは、内容や時間を考えて与える 

・歯をみがく習慣を身に付ける 

・正しいはしの持ち方を身に付けることを始める 
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（２）第２ステージ（６～15歳頃） 

保護者に依存した食生活から徐々に自立し、食に関する興味や関心を高める時

期です。家庭との連携をとりながら、学校教育を通して食に対する知識を学び、

正しい食習慣を身に付けるとともに、生産者などと触れ合い、食を大切にする心

もはぐくんでいきます。 

 

【ポイント】 
 

・「いただきます」「ごちそうさま」などを言う習慣を継続する 

・いろいろな食べ物を見て、触って、味わう 

・買い物や料理づくり、食事の手伝いなどにより、食への関心を高める

・家族等と一緒に食べることの楽しさを味わう 

・食べ物や体のことを話題にしながら、食への関心を高める 

・歯をみがく習慣を身に付ける 

・正しいはしの持ち方を身に付ける 

・早寝、早起き、遊びや運動により生活リズムを整え、朝・昼・夕に規

則正しく、よくかんで食事をする習慣を身に付ける 

・食生活や健康、バランスのとれた食事について学ぶ 

・体験学習を通して生産者と触れ合い、農作物の栽培の大変さや食の大

切さを学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

46 

 

（３）第３ステージ（16～24歳頃） 

食の知識や経験を深め、生活に合わせて自らの食生活に関心をもち、自分で管

理できるようにします。このステージの年代では、朝食の欠食や個食・孤食が目

立つので、朝・昼・夕の規則正しい食事の習慣を身に付け、家族などと一緒に楽

しく食べることが重要です。 

 

【ポイント】 
 

・朝・昼・夕に規則正しく、よくかんで食事をする習慣を継続する 

・食生活と健康について学び、バランスのとれた食事について考える 

・生活のリズムに合わせて、自分で食事の内容や量を調節する 

・家族等と一緒に楽しく食べる 

・適正体重※１を維持する食事量を知り、食べすぎに注意する 

・食品の表示についての知識を習得し、食品の選択に活用する 

・食の安全や食品衛生に関する知識をもつ 

※１ 適正体重とはＢＭＩ（Body Mass Index）が18.5～25までのことをいいます。
ＢＭＩは体格指数のことで、「体重㎏÷【身長ｍ×身長ｍ】」で算出される肥満度を
測るための国際的な指標です。医学的に最も病気が少ない数値として22を「標準」
とし、18.5未満なら「やせ」、25以上を「肥満」としています。 
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（４）第４ステージ（25～44歳頃） 

食を楽しみながら良い食習慣を自ら実践する時期です。適正体重を維持する食

事量を守り、メタボリックシンドローム等を防ぐことで、生活習慣病などの予防

に努めます。また、子育て世代として子どもの食生活に関心を持ち、子どもが楽

しく食事ができるように次世代を育成します。 

 

【ポイント】 
 

・生活のリズムに合わせて、自分で食事の内容や量を調節する 

・栄養の摂取と生活習慣病などとの関連を理解し、食生活を改善する力

を養う 

・適正体重を維持する食事量を守り、メタボリックシンドローム※２の予

防に心がける 

・食品表示についての知識を習得し、食品の選択に活用する 

・食の安全や食品衛生に関する知識をもち、食中毒など食品による危害

を防止する 

・食品、エネルギー、水などの無駄を減らす環境に優しい食生活を実践

する 

・地産地消を心がける 

・歯周病等で歯を失わないよう、自分に合った歯みがき方法を身に付け

る 

・子育て世代として子どもの食生活に関心をもち、子どもが楽しく食事

ができるように努める 

※２ メタボリックシンドロームとは内臓脂肪型肥満やこれに伴う高血糖、高血圧又は
脂質異常を重複的に発症させている状態を言います。 
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（５）第５ステージ（45～64歳頃） 

健康状態や活動の程度に応じて食習慣や食事の内容を見直し、定期的に健康診

断を受けるなど積極的に健康管理に取り組みます。また、生活習慣病や歯周病な

どの予防に心がけます。健全な食生活や食文化、伝統料理などを次世代に伝える

ように努めます。 

 

【ポイント】 
 

・食品の表示についての知識を習得し、食品の選択に活用する 

・食品、エネルギー、水などの無駄を減らし、環境に優しい食生活を実

践する 

・かかりつけの医師や歯科医師をもち、定期的に健康診断を受けるなど

健康管理をして、生活習慣病や歯周病の予防を心がける 

・歯周病等で歯を失わないよう、自分に合った歯みがきを続ける 

・「食事バランスガイド」等を参考にして食生活の改善に心がける 

・伝統料理に親しみ、自分で料理することを楽しむ 

・健全な食生活や食文化等を次世代に伝えるよう努める 

・食を通したボランティア活動に取り組む 

・適正体重を維持する食事量を守り、メタボリックシンドロームの予防

に心がける 
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（６）第６ステージ（65歳以上） 

退職や子どもの自立などにより、生活が変化します。健康状態や活動の程度に

合わせて食事を見直し、生活習慣病や歯周病などを予防します。自分にあった歯

みがきを続け、70歳で22本以上自分の歯をもてるように心がけることも必要で

す。そして、次世代に対して食文化の継承ができるよう努めます。 

 

【ポイント】 
 

・家族や友人と一緒に食を楽しむ 

・かかりつけの医師や歯科医師をもち、定期的に健康診断を受けるなど

健康管理をして、生活習慣病や歯周病等の予防を心がける 

・自分にあった歯みがきを続け、食事の時にかみにくいと感じたら、放

置しないよう心がける 

（70歳で22本以上自分の歯をもてるよう心がける） 

・伝統料理に親しみ、自分で料理することを楽しむ 

・健全な食生活や食文化等を次世代に伝えるよう努める 
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３ 重点的な取り組み 

町民一人ひとりが食の大切さを見直し、今後さらに健康で心豊かな生活が送れる

よう、人づくり・健康づくり・環境づくりの三本柱を基本にした食育を進めること

になりました。そのための基本施策の中から、町民のアンケート等も参考にして三

好町の暮らしの特長を十分に生かし、具体的で楽しく実践できる内容を絞り込み、

それを重点的な取り組みとしました。 

 

（１）体験学習の推進と地場産食材の活用 

農作物の栽培体験や料理づくりの体験を通して食べ物の大切さや、作る喜びを

感じ、食への理解を深めることを重点とします。また、地場産食材の利用や生産

者との交流を体験できる場を増やします。 

 

【重点的な取り組み】 
 
○プランター栽培など簡易な野菜栽培教室の開催 

野菜栽培の教室を開催し、家庭で簡易に

できる野菜の栽培方法を学び、初歩的な野

菜づくりの楽しさや喜びを感じていただく

よう取り組みます。 

 

 

○家庭菜園や市民農園での野菜栽培の奨励 

家庭菜園や市民農園、貸し農園等の活用により、自ら一歩進んだ野菜

づくりができるよう奨励します。 

○農業塾の開催 

農作業の実体験を通して栽培技術を伝え

るとともに、農業後継者や農業ボランティ

アの育成に取り組みます。 
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○料理教室の開催と充実 

アンケートの結果、料理教室の開催を望

む町民が27.6％いました。そして、ボラン

ティアで料理を教えたいという町民もいま

す。家庭でできる料理を中心に若年者や男

性も参加しやすい、地場産食材を利用した

料理教室を開催します。 

また、食材の無駄や廃棄を少なくするためのエコ料理も普及させます。

○教育ファーム等の実施・生産者との交流 

子どもたちが、生産者との交流を通して

感謝の気持ちをはぐくむため、農業体験型

の学習を実施します。 

 

 

 

○ごはんを食べよう運動 

炊きたてごはんの試食会など、イベントや店 

頭で地元産のお米のおいしさを知ってもらい、 

地産地消の推進に努めます。 

ごはんを食べることは日本の食糧自給率向上 

にもつながります。主食としてのみではなく、 

パンにしたり、お菓子にしたりと工夫した料理 

も紹介します。 
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（２）食に関する興味や関心を高める 

食育を推進するために、幅広く皆さんに食に関する興味や関心を高めることが

重要です。色々な手法により、興味のわく食の情報などを提供します。 

 

【重点的な取り組み】 
 

○食育だよりで情報提供 

毎月発行している広報の紙面を活用し、春・夏・秋・冬の４回、様々

な情報を発信します。食育活動の紹介、季節料理や郷土料理の紹介、献

立の掲載、食に関する専門家からの情報等をとりいれた紙面を作ります。

○三好版食事バランスガイドの作成 

 「食事バランスガイド」をより身近に感

じ、役立てていただくため、町民の暮らし

に取り入れやすく、分かりやすい郷土料理

や地元の食材を取り入れた「食事バランス

ガイド」を作成します。作成にあたっては

専門家をはじめ、食育活動に取り組む団体

等にも参加を呼びかけます。 

○朝食コンテスト 

朝食の役割や大切さについて関心をもってもらうため、早くできて、

おいしい簡単朝食メニューのコンテストを行います。 

○食育絵画・作文等コンクール 

子どもたちの食育への関心を高めるため、 

小中学生を対象にした絵画や作文等のコン 

クールを行います。 

 

 

夏野菜のクッキング 



 

 

第４章 具体的な取り組み 

 

 

 

53 

 

（３）乳幼児期から少年期とその親世代の食育 

乳幼児期、少年期、青年期、壮年期、中年期そして高齢期といったそれぞれの

世代に応じた食育が必要ですが、三好町では人口構成で一番多い世代の20歳～

40歳代と、その世代の子どもにあたる年代の乳幼児期から少年期に焦点をあて、

基礎的な食習慣や知識、食を大切にする心を育てることを重点とします。また、

そのために育児経験や人生経験豊富な中年期・高齢期世代との交流もすすめます。 

 

【重点的な取り組み】 
 

○いただきます・ごちそうさま運動（感謝の心） 

「いただきます」は、人が物を食べるというのはかけがえのない動物

や植物の命を頂くという意味から生まれた言葉です。 

「ごちそうさま」は「ご馳走様」と書き、植物を育てたり、駆け回って

食材を集めたりして、料理を作って下さった人々へのお礼の言葉です。

家庭を中心とし、保育所・幼稚園・小中学校では給食時にあいさつや感

謝の気持ちをもつ大切さを指導します。 

○食育に関する教室や講演会の開催 

子どもたちが食に関心をもてるような、家庭でできる食育について、

子どもの保護者を対象に教室や講演会などを開催します。 

○親子でクッキング 

親子で楽しみながら行うことが大切

です。危険がない範囲でできる作業や食

材選びもいっしょに行い、親子で共感で

きる料理教室を開催します。 

○三世代そろっての野菜栽培と料理教室 

「おじいさん」や「おばあさん」、「お

父さん」や「お母さん」といっしょにな

って、野菜の種まきから収穫、料理づく

りまでを体験できるような取り組みを

支援します。 
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４ 食育推進の役割分担 

（１）家庭の役割 

家庭は、食の大切さを学び、食育を実践する最も基本となる場所です。自分で

できることを進んで行いましょう。 

 

 

 

 

 

（２）学校・保育所・幼稚園の役割 

子どもの健全な育成に重要な役割を果たしている学校・保育所・幼稚園は、食

育の推進を図るうえで重要な役割を担う場所です。 

 

 

 

 

 

（３）地域（各種団体・生産者・事業所など）の役割 

地域の特色や食文化を生かして家庭や保育所・幼稚園・学校・行政などと連携

し、食育体験の場、地域の食生活の改善を図る場、関心を高める場として大切な

役割を担います。 

 

 

 

①食育に対する指導体制や指導内容を充実するとともに、園の給食や学校

給食を通して望ましい食習慣の形成や食に対する理解を深めましょう。

②家庭や地域と連携した食育にも取り組みましょう。 

①専門的な知識をもつ人や地域で食育活動を実践する団体、また、農家や

食品関連事業所などの協力を得て、食や農業の体験・学習、食文化の伝

承、健康づくりに関する取り組みを進めていきましょう。 

②食育推進に関わるボランティア等の人材を育てましょう。 

①規則正しい生活のリズムや食に対する感謝の気持ちを育てましょう。 

②家族で楽しみながら望ましい食習慣や知識を身に付けましょう。 

③食に関心をもち、自ら進んで野菜づくりや料理づくりを楽しみましょう。
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（４）行政の役割 

行政は、町民の皆さんや地域、関係機関等との協働により総合的に食育をすす

め、食育に関する関心を高め、食を通した人づくり、健康づくり、環境づくりを

推進する役割を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①三好町食育推進会議を通して食育に関する施策を計画し、家庭、学校・

保育所・幼稚園、地域（各種団体・生産者・事業所など）などと連携し

て、総合的に食育に関する取り組みを推進します。 

②積極的な食育推進活動を支援します。 
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５ 達成したい目標指標の設定 

三好町の食育の基本目標の達成に向けて、目標項目と目標値を設定します。 
 

現状値（Ｈ19） 目標値（Ｈ25） 
基本目標 目標項目(20) 15歳

以上
中２
小５

小２
園児

15歳 
以上 

中２ 
小５ 

小２
園児

「いただきます」「ごち
そうさま」のあいさつを
する人を増やす 

 59.4％ 52.7％  80.0％ 80.0％

家族の誰かと一緒に食
事をする人の割合を増
やす（朝食） 

50.3％ 64.1％ 87.8％ 65.0％ 80.0％ 90.0％

家族が作ったものを毎
日食事する人の割合を
増やす 

86.6％ 90.1％ 94.8％ 90.0％ 95.0％ 98.0％

農作物の栽培体験をし
たことがある人の割合
を増やす 

45.8％ 58.4％ 63.4％ 65.0％ 70.0％ 80.0％

料理教室に参加（料理の
手伝い）したことがある
人の割合を増やす 

23.2％ 37.7％ 37.3％ 40.0％ 55.0％ 55.0％

食育という言葉に対す
る認知度を増やす 

44.1％ 56.5％ 32.7％ 70.0％ 80.0％ 60.0％

食育ボランティア※１の
活動者数を増やす 

88人 110人 

食育の普及に関する事
業・活動数を増やす 

85事業 107事業 

(１)食の大切さや
楽しさが分かる心
豊かな人を育てま
しょう 

食育協力店※２の数を増
やす 

45店 55店 

朝食の欠食割合を減ら
す（ほとんど食べない・週
に２、３日しか食べない）

8.3％ 4.9％ 1.2％ 5.0％ 3.0％ 0.0％

食事バランスガイドの
認知度を増やす 

34.2％   60.0％   

食事の栄養バランスに
気をつけている人の割
合を増やす 

39.5％ 20.4％ 60.6％ 60.0％ 50.0％ 75.0％

肥満者の割合を減らす 13.6％ 6.7％  10.0％ 5.0％  

メタボリックシンドロ
ームの認知度を増やす 

81.2％   90.0％   

自分の適正体重を維持
する食事量を理解し実
践している人の割合を
増やす 

45.3％   60.0％   

よくかんで食事をする
人の割合を増やす 

38.7％ 40.6％ 37.1％ 50.0％ 50.0％ 50.0％

(２)食を通して健
康な体づくりをす
すめましょう 

買物時に食品表示を必
ず確認する人の割合を
増やす 

54.8％   70.0％   



 

 

第４章 具体的な取り組み 

 

 

 

57 

 

 

現状値（Ｈ19） 目標値（Ｈ25） 
基本目標 目標項目 15歳

以上
中２
小５

小２
園児

15歳 
以上 

中２ 
小５ 

小２
園児

むだや廃棄の少ない食
事づくりを積極的に行
っている人の割合を増
やす 

33.7％   50.0％   

地元食材をいつも購入
するように努めている
人の割合を増やす 

13.1％   30.0％   

(３)食に関する環
境を大切にしまし
ょう 

学校給食における地場
産物を利用する割合を
増やす（愛知県産品目）

33.0％ 39.0％ 

（備考） 
※１ 食育ボランティアとは、食育推進に関するボランティア活動を行う人で、現在、食生活改善
推進協議会、食文化の会、さんさんクラブの方々が活動を行っています。 

※２ 食育協力店とは、①食育の推進に関する活動等を積極的に行っている店、②栄養成分表示の
メニューや商品がある店、③地元産（三好豊田産）の食材や加工品を積極的に販売している店
としています。 

（注） 
表中「15歳以上」は15歳以上町民、「中２」は中学２年生、「小５」は小学５年生、「小２」は小学
２年生、「園児」は保育所・幼稚園の年中児の略称です。 
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第５章 食育推進のための仕組みづくり 

１ 食育推進策とネットワークづくり 

家庭を中心として保育所・幼稚園・学校・地域・農業団体・事業所・医療機関・

行政等が連携・協力し、町民の皆さんとの協働により食育を推進するために、ネッ

トワークづくりをすすめ、活動のかなめとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の評価等について 

本計画の推進にあたっては、行政内での執行体制を確立し、関係部課との連携を

図りながら、施策の実現に努めます。さらに、関係機関および地域の各種団体との

連携を図り、計画の円滑な推進に努めます。 

また、年度ごとに食育推進施策に掲げた分野ごとの取り組み状況についての評価

をしていくこととします。そのために三好町食育推進会議・三好町食育研究会は継

続していきます。 

 

 

 

家 庭 

地 域 食料販売店 

医療機関 

商工会 

農業者団体・ 

生産者 

行 政 

食品関連事業所
学校・ 

保育所等 

第
５
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資料編 

１ 食育基本法の概要 

（１）目的 

国民が健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむ食育を推進するため、施策

を総合的かつ計画的に推進すること等を目的とする。 

（２）関係者の責務 

①食育の推進について、国、地方公共団体、教育関係者、農林漁業関係者、食品

関連事業者、国民等の責務を定める。 

（３）食育推進基本計画の作成 

①食育推進会議は、以下の事項について食育推進基本計画を作成する。 

ア 食育の推進に関する施策についての基本的な方針 

イ 食育の推進の目標に関する事項 

ウ 国民の行う自発的な食育推進活動等の総合的な促進に関する事項 

エ その他必要な事項 

②都道府県は都道府県食育推進計画、市町村は市町村食育推進計画を作成するよ

う努める。 

（４）基本的施策 

①家庭における食育の推進 

②学校、保育所等における食育の推進 

③地域における食生活の改善のための取り組みの推進 

④食育推進運動の展開 

⑤生産者と消費者との交流の促進、環境と調和のとれた農林漁業の活性化等 

⑥食文化の継承のための活動への支援等 

⑦食品の安全性、栄養その他の食生活に関する調査、研究、情報の提供及び国際

交流の推進 

（５）食育推進会議 

①内閣府に食育推進会議を置き、会長(内閣総理大臣)及び委員(食育担当大臣、関

係大臣、有識者)25名以内で組織する。 

②都道府県に都道府県食育推進会議、市町村に市町村食育推進会議を置くことが

できる。 

資
料
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２ 健康増進法の概要 

第１章 総則 

（１）目的 

国民の健康の増進の総合的な推進に関し基本的な事項を定めるとともに、

国民の健康の増進を図るための措置を講じ、国民保健の向上を図る。 

（２）責務 

①国民 

健康な生活習慣の重要性に対し関心と理解を深め、生涯にわたり、自らの健

康状態を自覚するとともに、健康の増進に努める。 

②国及び地方公共団体 

健康の増進に関する正しい知識の普及、情報の収集・整理・分析・提供、研

究の推進、人材の養成・資質の向上を図るとともに、関係者に対し、必要な

技術的援助を与えることに努める。 

③健康増進事業実施者(保険者、事業者、市町村、学校等) 

健康相談等国民の健康の増進のための事業を積極的に推進するよう努める。 

（３）国、地方公共団体、健康増進事業実施者、医療機関その他の関係者の連携

及び協力 

 

第２章 基本方針等 

（１）基本方針 

国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本方針を厚生労働大臣

が策定 

①国民の健康の増進の推進に関する基本的な方向 

②国民の健康の増進の目標に関する事項 

③都道府県健康増進計画及び市町村健康増進計画の策定に関する基本的事項 

④国民健康・栄養調査その他の調査・研究に関する基本的事項 

⑤健康増進事業実施者間の連携及び協力に関する基本的事項 

⑥食生活、運動、休養、喫煙、飲酒、歯の健康保持その他の生活習慣に関する

正しい知識の普及に関する事項 

⑦その他国民の健康の増進の推進に関する重要事項 

（２）都道府県健康増進計画及び市町村健康増進計画の策定 
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（３）健康診査の実施等に関する指針 

生涯を通じた健康自己管理を支援するため、健康増進事業実施者による健

康診査の実施及びその結果の通知、健康手帳の交付その他の措置に関する指

針を厚生労働大臣が策定 

 

第３章 国民健康・栄養調査等 

（１）国民健康・栄養調査を実施 

（２）生活習慣病の発生状況の把握 

国及び地方公共団体は、生活習慣とがん、循環器病その他の生活習慣病と

の相関関係を明らかにするため、生活習慣の発生状況の把握に努める。 

 

第４章 保健指導等 

（１）市町村 

栄養改善その他の生活習慣の改善に関する事項についての相談・保健指導 

（２）都道府県 

特に専門的な知識・技術を必要とする栄養指導等の保健指導 

 

第５章 特定給食施設等 

（１）特定給食施設における栄養管理 

（２）受動喫煙の防止 

学校、官公庁施設多数の者が利用する施設を管理するものは、受動喫煙を

防止するために必要な措置を講ずるよう努める。 

 

第６章 特別用途表示及び栄養表示基準 

旧栄養改善法による特別用途表示制度及び栄養表示基準制度を引き継ぐ。 



 

 

 

 

 

62 

 

３ 学校給食法及び学校保健法の一部改正の概要 

■ 趣旨 

学校保健及び学校安全の充実を図るとともに、学校給食を活用した食に関する指

導の充実及び学校給食の衛生管理の適切な実施を図るため、国が学校の環境衛生及

び学校給食の衛生管理等に関する基準を策定するとともに、養護教諭、栄養教諭そ

の他の職員の役割について定める等所要の措置を講ずる。 

 

■ 概要 

学校給食法の一部改正（学校保健・学校安全） 

○法律の題名を「学校保健安全法」に改称 

○国・地方公共団体の責務（財政上の措置その他の必要な施策の実施、国による

学校安全の推進に関する計画の策定等）を明記 

○学校の設置者の責務（学校の施設設備・管理運営体制の整備充実等）を明記 

【学校保健】 

・養護教諭を中心として関係教職員等と連携した組織的な保健指導の充実 

・地域の医療関係機関等との連携による児童生徒等の保健管理の充実 

・全国的な学校の環境衛生水準を確保するための全国的な基準の法制化 

【学校安全】 

・子どもの安全を脅かす事件、事故及び自然災害に対応した総合的な学校安全計

画の策定による学校安全の充実 

・各学校における危険発生時の対処要領の策定による的確な対応の確保 

・警察等関係機関、地域のボランティア等との連携による学校安全体制の強化 

学校保健法の一部改正（食育・学校給食） 

○学校給食を活用した食に関する指導の充実 

・食育の観点から学校給食の目標を改定 

（食に関する適切な判断力の涵養、伝統的な食文化の理解、食を通じた生命、自

然を尊重する態度の涵養 等） 

・栄養教諭による学校給食を活用した食に関する指導の推進 

（食に関する指導の全体計画の策定、地場産物の活用） 

○学校における学校給食の水準及び衛生管理を確保するための全国基準の法制

化 
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４ 三好町食育推進計画の策定経緯 

年度 月 研究会 推進会議 

５月 
第１回 
研究会 

 

６月   

７月  公募委員募集

８月 
第２回 
研究会 

公募委員決定

９月  

・趣旨説明 
・今後の進め方 
  
 
 (関係各課へ調査を依頼)
・食育の現状把握・課題
抽出 
・基礎データの収集整理 
・個別事業の洗い出し 
・食育に関する動向調査 

 

10月  
第１回 
推進会議 

11月   

12月 
第３回 
研究会 

 

１月  

 
 
・現状・課題の整理 
・目標項目の検討 
・アンケート調査項目の
抽出 

・施策の検討 
・食育に関する動向調査  

２月  
第２回 
推進会議 

平
成
19
年
度 

３月  

 

 

４月 
 

 

５月 
第４回 
研究会 

 
・具体的施策の検討 
・推進計画構成等の検討 
・目標項目の整理 

 

６月   

７月 
第５回 
研究会 

 

８月  

・アンケート調査の実施 
・アンケート集計・解析 
・目標値の検討 
・推進計画骨子の整理 
・施策の検討、整理 
・食育に関する動向調査 

第３回 
推進会議 

９月 
第６回 
研究会 

 

10月  

 
・推進計画原案の検討 
 
 第４回 

推進会議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・委嘱状交付 
・策定体制 
・計画策定スケジュール 
・現状等について 
 
 
 
 
・食育の現状課題の整理 
・目標項目の検討 
・アンケート調査内容の
整理 
・施策の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・アンケート調査の報告 
・推進計画骨子の検討 
 

 

・推進計画原案の審議 

11月 パブリックコメントの実施（11/15～12/15） 

12月   

１月 
第７回 
研究会 

 

２月  

 
 
・推進計画原案の修正、
まとめ 

 第５回 
推進会議 

 
 
 
 

・推進計画案の再審議 

平
成
20
年
度 

３月 三好町食育推進計画書の印刷・公表 
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５ 三好町食育推進会議条例 

（設置） 

第１条 食育基本法（平成17年法律第63号）第33条第１項の規定に基づき、三

好町食育推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 推進会議は、三好町食育推進計画を作成し、及びその実施を推進する。 

（組織） 

第３条 推進会議は、会長及び委員18人以内をもって組織する。 

２  推進会議に、助言者を置くことができる。 

（会長） 

第４条 会長は、副町長をもって充てる。 

２  会長は、会務を総理する。 

３  会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代

理する。 

（委員） 

第５条 委員は、次に掲げる者をもって充てる。 

(1) 食育に関して十分な知識と経験を有する者のうちから、町長が任命する者 

(2) 町内に住所を有する者 

(3) その他町長が必要と認める者 

（委員の任期） 

第６条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

２  委員は、再任されることができる。 

（会議） 

第７条 会議は、会長が招集する。 

２  会議においては、会長が議長となる。 

３  会長（会長に事故があるときは、その職務を代理する者）及び委員の半

数以上が出席しなければ、会議を開き、議決をすることができない。 

４  会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

５  会長が必要と認めたときは、委員以外の関係者に会議への出席を求め、

意見を聴くことができる。 

（事務局） 

第８条 推進会議の事務局は、食育担当課に置く。 

（雑則） 

第９条 この条例に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会

長が会議に諮って定める。 

附 則 

この条例は、平成19年４月１日から施行する。 
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６ 三好町食育推進会議委員名簿 

役  職 氏  名 摘  要 

会 長 冨田 義親 副町長 

林  文夫 三好町教育委員会委員代表 

小野田 勝輝 あいち豊田農業協同組合代表 

岩田 芳信 

岡本 薫瑠 
農業経営士会代表 

塚崎  肇 

岩田 芳信 
農業生産団体代表（果樹組合） 

横関 千恵子 食生活改善推進協議会代表 

加藤 哲司 商工会代表（食品部） 

野澤 雄二 

小野田 和司 
小中学校ＰＴＡ連絡協議会代表 

小栗 一夫 

伊豆原 豊 
小中学校校長代表 

深谷 初美 保育所代表 

浅井 博人 

平松 ちづ代 
三好町私立幼稚園協会代表 

木村 純恵 

光岡 エリカ 
町立保育所父母の会代表 

中根  薫 

土居 淳子 
三好町私立幼稚園協会母の会代表 

伊藤 千賀子 栄養士代表（給食センター） 

吉田 幸子 保健師代表（保健センター） 

新谷 千晶 町内ＮＰＯ代表 

小川 雄二 学識経験者（名古屋短期大学教授） 

市川 澄子 公募委員 

委 員 

竹内 和子 公募委員 

樹神 和男 

石川 賢一 
豊田加茂農林水産事務所 

志村 信子 
助言者 

野場 洋子 
衣浦東部保健所 

※ 上段が平成19年度担当、下段が平成20年度担当 
 



 

 

 

 

 

66 

 

７ 三好町食育研究会構成員 

役 職 名 職  名 

会長 農政商工課課長 

副会長 農政商工課主幹（農政担当） 

農政商工課課長補佐（農政担当） 

農政商工課課長補佐（商工担当） 

子育て支援課課長補佐（保育担当） 

福祉課課長補佐（保健担当） 

学校教育課課長補佐（学校教育担当） 

学校教育課課長補佐（給食センター担当） 

会員 

農政商工課係長（農政担当） 
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（１）15歳以上町民に関する調査結果 

１ あなた自身について 

問１ 性別はどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢は何歳ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 職業は何ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ お住まいの行政区はどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 自分も含めた、同居している家族全員の人

数は何人ですか。 

  

 

 

 

 

 

9.3 19.9 16.4 8.015.0

1.8

15.9 13.5 0.2

0% 25% 50% 75% 100%

15～17歳 18～19歳 20～29歳

30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70歳以上 無回答

53.845.6 0.7

0% 25% 50% 75% 100%

男性 女性 無回答

14.6 10.627.0

3.9 4.6 1.5

17.6 17.2

2.6

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

会社員 公務員

自営業 農業

パート・アルバイト 専業主婦（夫）

学生 無職

その他 無回答

19.0 21.1 29.8 8.2

3.9

14.6

3.0

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

１人 ２人 ３人 ４人

５人 ６人 ７人以上 無回答

0.4

3.7

6.5

5.9

6.0

7.8

1.5

1.0

0.2

0.7

3.7

0.9

0.3

0.2

3.7

5.4

5.7

7.0

4.1

1.5

3.8

2.0

1.8

7.3

10.3

8.7

0% 5% 10% 15% 20%

新屋

三好上

三好下

西一色

福田

明知上

明知下

打越

莇生

福谷

黒笹

東山

高嶺

好住

中島

ひばりヶ丘

あみだ堂

山伏

平池

上ヶ池

三好丘

三好丘緑

三好丘旭

三好丘桜

三好丘あおば

無回答

８ 食育に関するアンケート調査報告書 
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２ あなたの食生活について 

問６ 毎日朝食を食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 夕食はいつも何時ごろに食べていますか。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 朝食を家族と一緒に食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 夕食を家族と一緒に食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 自分や家族が作った食事を食べています

か。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 コマ型の「食事バランスガイド」を知って

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.7 33.834.2 2.3

0% 25% 50% 75% 100%

見たこともあるし
何のことかもよく
知っている

見たことはあるが
何かはよくわからない

今まで見たこと
がなかった

無回答

88.6

2.9 3.2 5.1

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらいは食べている

１週間に２～３日
くらいは食べている

ほとんど
食べていない

無回答

29.8 35.6 13.5

4.6

6.6

3.3 0.7

5.8

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

午後６時より早い時間 午後６時台

午後７時台 午後８時台

午後９時台 午後10時台

午後11時より遅い時間 決まっていない

無回答

7.2 13.5 32.543.1

3.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
程度食べている

１週間に２～３日
程度食べている

ほとんど
食べていない

単身世帯 無回答

9.1 17.9 10.059.1

3.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
程度食べている

１週間に２～３日
程度食べている

ほとんど
食べていない

単身世帯 無回答

7.886.6

3.4 1.4

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
程度食べている

１週間に２～３日
程度食べている

ほとんど
食べていない

無回答
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問12 栄養のバランスを考えた食事をしていま

すか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 家庭での食事は残さず食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ あなたの健康について 

問14 自分の身長・体重を知っていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14-1 ＢＭＩ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 自分の適正体重を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 問15で「１」と答えた方にお聞きします。

自分の適正体重を維持するための食事の量

を知っていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.5

5.6

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

知っている 知らない 無回答

48.1 11.339.5 1.1

0% 25% 50% 75% 100%

いつも考えて
食べている

ときどき考えて
食べている

まったく
考えていない

無回答

17.878.7

1.0

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど残さない ときどき残す

いつも残す 無回答

69.011.5 13.6 5.8

0% 25% 50% 75% 100%

やせ
（18.5未満）

標準
（18.5以上25未満）

肥満
（25以上）

無回答

28.869.1 2.1

0% 25% 50% 75% 100%

知っている 知らない 無回答

45.318.9 27.0 6.8 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

知っていて
実践している

知っているがなかなか
実践できない

知らないが
できれば知りたい

知らないし
関心がない

無回答
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問17 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候

群）という言葉や意味を知っていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問18 よくかんで食事をしていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 食育関連について 

問19 食育という言葉や意味を知っていますか。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20 食育に関心がありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21 地元産（三好・豊田）の食品（米・野菜・

果物）を購入するように努めていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.581.2

2.4

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

言葉も意味も
知っている

言葉は知っているが、
意味は知らない

言葉も意味も
知らない

無回答

38.4 31.213.1 16.2 1.0

0% 25% 50% 75% 100%

いつも購入するように
している

ときどき購入するよう
にしている

購入していない わからない
（自分で購入しない）

無回答

57.438.7

2.0

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

いつも
よくかんでいる

あまりよく
かんでいない

ほとんど
かんでいない

無回答

37.544.1 16.5 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

言葉も意味も
知っている

言葉は知っているが、
意味は知らない

言葉も意味も
知らない

無回答

38.1 8.628.4 23.2 1.8

0% 25% 50% 75% 100%

関心がある どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

関心がない

無回答
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問22 問21で「３」と回答された方にお聞きしま

す。地元産（三好・豊田）の食品を購入しな

い理由は何ですか。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 問３で職業を「４ 農業」と回答した以外

の方にお聞きします。 

農作物の栽培を体験したことがありますか。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24 問23で「１」と回答した方にお聞きします。

それはどのような所ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 問23で「２」と回答された方にお聞きしま

す。今後、機会があったら体験したいと思い

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 料理教室に参加したことがありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

39.2

34.2

4.5

24.1

8.0

2.5

10.6

29.6

0.5

(68人)

(78人)

(48人)

(9人)

(16人)

(5人)

(21人)

(59人)

(1人)

0% 25% 50%

地元で作られたかどうかが

店で分からないから

いつも買い物をする店では

地元で作られた食品を

売っていないから

買い物を人に頼んでいるの

で産地までは選べないから

つい忘れてしまって金額や

量で選んでしまうから

忙しくて選んでいる

時間がないから

他の産地で作られた食品

のほうを食べたいから

その他

特に理由はない

無回答

24.645.8 29.6

0% 25% 50% 75% 100%

ある ない 無回答

20.571.7

3.4 3.8

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

家庭菜園 市民農園 農業体験教室

その他 無回答

76.823.2 0.1

0% 25% 50% 75% 100%

ある ない 無回答

37.528.0 32.4 2.0

0% 25% 50% 75% 100%

体験したい 体験したいと思わない

わからない 無回答
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問27 問26で「２」と回答された方にお聞きしま

す。今後、機会があったら参加したいと思い

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 同居している家族に中学生以下の方がい

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問29 問28で「１」と回答された方にお聞きしま

す。中学生以下の家族の方は、家で料理や食

事の準備・片付けを手伝いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 食品を購入するときに、食品表示（生産履

歴、保存方法、使用方法、賞味期限、消費期

限等）を確認していますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 食事を作るときに、むだや廃棄の少ない食

事づくりを心がけていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32 食育推進のためのボランティア活動に参

加してみたいですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

54.912.6 29.0

2.3

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

いつも
手伝っている

ときどき
手伝っている

ほとんど
手伝っていない

わからない

無回答

59.339.6 1.1

0% 25% 50% 75% 100%

いる いない 無回答

40.627.6 29.9 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

参加したい 参加したいと思わない
わからない 無回答

25.7 14.154.8

4.8

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない
（自分で購入しない）

無回答

29.1 29.233.7 7.5 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない
（自分では作らない）

無回答

36.4 51.511.7 0.5

0% 25% 50% 75% 100%

参加してみたい 参加したくない

わからない 無回答
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問33 問32で「１」と回答された方にお聞きしま

す。どのような活動に参加してみたいです

か。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問34 食育を進めるための取り組みを中心とな

って行うべきであると思う組織や団体はど

こですか。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保育園児・幼稚園児・小学２年生の保

護者に関する調査結果 

 

問Ａ このアンケートにお答えになる方は誰で

すか。お子さんからみた続柄でお答えくださ

い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ お子さん（園児・小２）のことについて 

問１ お子さんの性別はどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ お子さんは園児（保育園・幼稚園）・小学

２年生のどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

37.1

23.8

31.5

37.1

7.0

1.4

(34人)

(53人)

(53人)

(45人)

(10人)

(2人)

0% 25% 50%

子どもに料理を教える

農業体験を教える

伝統料理を伝える

高齢者への食支援活動

その他

無回答

2.5

4.2

1.1

19.1

8.7

20.1

17.8

21.3

38.7

52.1

39.4

72.1

(31人)

(51人)

(14人)

(234人)

(107人)

(246人)

(218人)

(261人)

(639人)

(474人)

(884人)

(483人)

0% 50% 100%

家庭・地域

保育園・幼稚園

小学校・中学校

行政

医療機関

農業団体

食品店・飲食店

会社

メディア

その他

特にない

無回答

32.2 51.316.5

0% 25% 50% 75% 100%

保育園児（年中児） 幼稚園児（年中児）

小学２年生 無回答

51.248.4 0.4

0% 25% 50% 75% 100%

男 女 無回答

94.1

4.4 0.4 0.2

0.1

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

母親 父親 祖母 祖父 その他 無回答
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18.0

6.6

0.5

34.6

67.4

48.9

11.9

8.9

0.7

0.3

0.5

0.4

0.9

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小

２

午後８時よりはやい 午後８時台

午後９時台 午後10時台

午後11時台 午後12時よりおそい

決まっていない 無回答

 

問３ お子さんも含めた、同居している家族全員

の人数は何人ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ お子さんは、学校や園がある日の朝は何時

くらいに起きますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ お子さんは、学校や園がある日の夜は何時

くらいに寝ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ お子さん（園児・小２）の 

食生活について 

問６ お子さんは朝食を食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.4 50.5 22.5 8.2

0.7 3.3

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

２人 ３人 ４人 ５人

６人 ７人以上 無回答

76.9

2.5

1.8

35.3

20.0

56.5

0.1

5.1 1.2

0.5

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

午前６時よりはやい 午前６時台

午前７時台 午前８時よりおそい

決まっていない 無回答

56.6 37.8

2.2 2.6 0.6

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

午前６時よりはやい 午前６時台

午前７時台 午前８時よりおそい

決まっていない 無回答

26.1 58.4

3.4

10.5

0.50.4

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

午後８時よりはやい 午後８時台

午後９時台 午後10時台

午後11時台 午後12時よりおそい

決まっていない 無回答

96.6

1.9 0.8 0.4

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日食べる １週間に４～５日
くらいは食べる

１週間に２～３日
くらいは食べる

ほとんど食べない

無回答
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問７ お子さんは、朝食を家族の誰かといっしょ

に食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ お子さんは、夕食を家族の誰かといっしょ

に食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ お子さんは、家族が作った食事を食べてい

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

96.3

96.9

2.5

1.4

0.8

0.9

0.4

0.4

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

ほとんど毎日食べる １週間に４～５日
くらいは食べる

１週間に２～３日
くらいは食べる

ほとんど食べない

無回答

80.5

81.2

5.2

8.7

6.8

5.8

5.7

4.8

1.0

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小

２

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

98.8

97.6

1.0

1.4

0.1

0.5

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

80.9 6.9

6.3 5.3

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

98.2

1.2
0.1
0.3

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

94.8

4.5 0.3
0.1

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

１日に１回は
食べている

１週間で４～５日は
食べている

１週間で２～３日は
食べている

ほとんど
食べていない

無回答
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問10 お子さんは、家で食べる食事の時間を楽し

みにしていると思いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 問10で「１」「２」「３」のどれかを答えた

方にお聞きします。 

お子さんは、家で食べる食事の時間を楽しみ

にしている理由は何だと思いますか。 

（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 お子さんは、食事について「感謝する」気

持ちをもっていると思いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

58.3

33.8

25.7

50.0

66.2

2.8

0.1

(524人)

(904人)

(775人)

(399人)

(1,026人)

(44人)

(2人)

0% 50% 100%

家族でいっしょに

食べられるから

家族と会話ができるから

お子さんが自分で作ったり
手伝ったりした料理だから

好きなものが

食べられるから

おなかがすいているから

その他

無回答

95.5

94.2

4.9

4.1

0.2

0.4

0.1

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

１日に１回は
食べている

１週間で４～５日は
食べている

１週間で２～３日は
食べている

ほとんど
食べていない

無回答

48.6

25.155.1

29.2

18.3

21.5

1.1

0.4

0.4

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小

２

いつも
楽しみにしている

楽しみにしている
ときが多い

楽しみにしている
ときもある

まったく
楽しみにしていない

無回答

20.6

59.627.7

60.2

11.1

16.8

1.6

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

いつも感謝の気持ち
をもっている

感謝の気持ちを
わすれるときがある

まったく感謝の気持ち
はもっていない

無回答

27.1 19.851.9

0.8

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

いつも
楽しみにしている

楽しみにしている
ときが多い

楽しみにしている
ときもある

まったく
楽しみにしていない

無回答
59.9 13.824.3 2.0

0% 25% 50% 75% 100%

いつも感謝の気持ち
をもっている

感謝の気持ちを
わすれるときがある

まったく感謝の気持ち
はもっていない

無回答
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問13 お子さんは、食事の前と後にあいさつをし

ていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 お子さんは、食事をしながらテレビを見て

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 お子さんの朝食の主食は、ごはん（米飯）

ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.7

45.931.1

50.7

21.8

24.9

1.2

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

いつも見ている ときどき見ている

見ていない 無回答

28.3

41.034.5

41.5

23.3

29.2

0.4

0.4

0.9

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小

２

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答

54.3

43.251.2

43.5

1.8

5.2

0.4

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

いつもしている 忘れるときがある

していない 無回答

43.352.7

3.6

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

いつもしている 忘れるときがある

していない 無回答

48.227.5 23.3 1.0

0% 25% 50% 75% 100%

いつも見ている ときどき見ている

見ていない 無回答

41.331.5 26.2

0.4

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答
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問16 お子さんの夕食の主食は、ごはん（米飯）

ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 お子さんが家で食べるおかずで、一番好き

なものは何ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問18 お子さんの好きな食事を、家で１週間に何

日くらい食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.7

19.058.1

29.9

9.6

9.2

7.5

8.3

2.4

1.2

3.1

5.4

0.4

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小

２

肉料理 魚料理 野菜料理 中華料理 

鍋料理 その他 無回答

20.3

26.219.7

26.3

45.5

46.9

8.3

6.0

0.1

0.1

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

１週間に１日しか
食べていない

家では食べていない 無回答

95.5

0.4 3.8 0.1

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答

24.3 7.852.1 9.4

1.8 4.2

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

肉料理 魚料理 野菜料理 中華料理 

鍋料理 その他 無回答

26.3 46.2 7.220.0

0.1

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

１週間に１日しか
食べていない

家では食べていない 無回答
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問19 お子さんが、特に嫌いなものは何ですか。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20 お子さんは、おやつ（間食）を毎日食べて

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.1

4.5

3.0

89.6

12.8

4.8

0.6

0.4

0.5

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小

２

毎日３回以上
食べている

毎日１～２回
くらい食べている

ほとんど
食べていない

わからない

無回答

28.8

4.1

6.7

4.6

3.0

2.1

8.3

34.5

1.4

29.0

36.7

1.4

2.6

3.9

9.2

1.7

2.2

5.3

2.4

3.4

3.1

5.6

0% 25% 50%

肉類

魚介類

野菜

いも類

海草類

卵

豆・豆製品（豆腐など）

乳製品（牛乳・
ﾖｰｸﾞﾙﾄ・ﾁｰｽﾞなど）

その他

特に嫌いな食べ物はない

無回答

年中

小２

4.1

28.9

3.1

6.0

3.4

3.2

2.6

8.7

35.6

1.4

2.8

0% 25% 50%

肉類

魚介類

野菜

いも類

海草類

卵

豆・豆製品（豆腐など）

乳製品（牛乳・
ﾖｰｸﾞﾙﾄ・ﾁｰｽﾞなど）

その他

特に嫌いな食べ物はない

無回答

86.3

3.7

8.9

0.5

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

毎日３回以上
食べている

毎日１～２回
くらい食べている

ほとんど
食べていない

わからない

無回答
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問21 お子さんのよく食べるおやつ（間食）は何

ですか。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22 お子さんに、栄養のバランスを考えた食事

をさせていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.7

10.9

1.2

26.3

25.3

0.4

0.4

0.0

8.8

7.9

38.9

17.0

19.7

24.1

30.1

54.0

(5人)

(83人)

(9人)

(201人)

(193人)

(3人)

(3人)

(0人)

(67人)

(60人)

(297人)

(130人)

(184人)

(230人)

(412人)

(150人)

0% 50% 100%

スナック菓子

チョコレート

あめ

ビスケット・クッキー

果物

アイスクリーム

菓子パン

清涼飲料水

ハンバーガー

ピザ

サンドイッチ

せんべい・あられ

プリン・ゼリー

ケーキ類

その他

無回答
年中

59.6

36.161.4

37.9

1.8

1.9

0.7

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

いつも考えて
食べさせている

ときどき考えて
食べさせている

まったく考えていない 無回答

36.960.6

1.9

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

いつも考えて
食べさせている

ときどき考えて
食べさせている

まったく考えていない 無回答

0.6

8.7

1.5

25.5

23.0

0.4

0.3

0.1

10.1

8.5

42.4

14.5

19.4

21.4

26.2

60.4

(9人)

(137人)

(23人)

(399人)

(360人)

(7人)

(4人)

(1人)

(159人)

(133人)

(665人)

(227人)

(336人)

(304人)

(946人)

(411人)

0% 50% 100%

スナック菓子

チョコレート

あめ

ビスケット・クッキー

果物

アイスクリーム

菓子パン

清涼飲料水

ハンバーガー

ピザ

サンドイッチ

せんべい・あられ

プリン・ゼリー

ケーキ類

その他

無回答

0.5

6.7

1.7

24.6

20.8

0.5

0.1

0.1

11.4

9.1

45.8

12.1

19.2

18.9

22.5

66.4

(4人)

(54人)

(14人)

(198人)

(167人)

(4人)

(1人)

(1人)

(92人)

(93人)

(368人)

(97人)

(152人)

(181人)

(534人)

(154人)

0% 50% 100%

スナック菓子

チョコレート

あめ

ビスケット・クッキー

果物

アイスクリーム

菓子パン

清涼飲料水

ハンバーガー

ピザ

サンドイッチ

せんべい・あられ

プリン・ゼリー

ケーキ類

その他

無回答
小２
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問23 お子さんは、家で食事を残さないで食べて

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24 問23で「２」「３」のどれかを答えた方に

お聞きします。 

お子さんが、家で食事を残すのはどうしてだ

と思いますか。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.8

42.952.7

57.9

4.0

13.0

0.4

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

ほとんど残さない ときどき残す

いつも残す 無回答
0.4

13.5

3.1

2.0

11.3

9.8

0.2

0.0

40.3

41.6

64.5

(2人)

(73人)

(17人)

(11人)

(61人)

(53人)

(1人)

(218人)

(225人)

(349人)

(0人)

0% 50% 100%

嫌いなものがあるから

量が多いから

おなかがすいて

いないから

太らないように

ひとりなので

食べたくないから

おかわりを

しすぎてしまうから

おいしくないから

時間がないから

特に理由はない

その他

無回答 年中

70.8

42.2

31.8

0.5

0.0

6.9

14.9

4.5

4.0

5.6

0.3

(2人)

(267人)

(159人)

(120人)

(0人)

(26人)

(56人)

(17人)

(15人)

(21人)

(1人)

0% 50% 100%

嫌いなものがあるから

量が多いから

おなかがすいていないから

太らないように

ひとりなので

食べたくないから

おかわりを

しすぎてしまうから

おいしくないから

時間がないから

特に理由はない

その他

無回答 小２

50.241.1 8.4 0.3

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど残さない ときどき残す

いつも残す 無回答

0.3

10.2

3.5

3.1

12.7

8.6

0.1

0.2

36.8

41.8

67.1

(3人)

(94人)

(32人)

(28人)

(117人)

(79人)

(1人)

(338人)

(2人)

(616人)

(384人)

0% 50% 100%

嫌いなものがあるから

量が多いから

おなかがすいていないから

太らないように

ひとりなので
食べたくないから
おかわりを

しすぎてしまうから

おいしくないから

時間がないから

特に理由はない

その他

無回答
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３ お子さん（園児・小２）の健康について 

問25 お子さんの、身長と体重を知っています

か。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 お子さんの体型をどのように思っていま

すか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 お子さんは、よくかんで食事をしています

か。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ お子さん（園児・小２）の食育について 

問28 お子さんは、「食育」という言葉を聞いたこ

とがありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

39.1

61.935.2

58.5

2.7

2.2

0.1

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

いつもよく
かんでいる

よくかまない
ときもある

ほとんど
かんでいない

無回答

14.2

71.422.0

81.3

6.5

4.3

0.1

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

やせている ふつう 太っている 無回答

97.0

11.188.7

2.8

0.2

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

はい いいえ 無回答

7.092.7 0.3

0% 25% 50% 75% 100%

はい いいえ 無回答

27.132.7 39.4 0.8

0% 25% 50% 75% 100%

聞いたことがある 聞いたことはない

聞いたことがあるか
どうかわからない

無回答

60.237.1

2.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

いつもよく
かんでいる

よくかまない
ときもある

ほとんど
かんでいない

無回答

76.218.2

5.4

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

やせている ふつう 太っている 無回答
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問29 問２で「１ 保育園児」「３ 小学２年生」

と答えた方にお聞きします。 

お子さんは、給食に三好町で作られた米や野

菜、果物が使われていることを知っています

か。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 お子さんは、学校や園以外の場所で米や野

菜の栽培体験や手伝いをしたことがありま

すか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 お子さんは、家で料理や食事の準備・片付

けを自分でしたり手伝ったりすることがあ

りますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

38.1

58.336.4

56.1

4.5

5.2

0.7

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

よくある ときどきある

ほとんどない 無回答

19.8

20.948.6

32.9

28.1

45.3

2.4

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

年

中

小
２

知っている 知らない

知っているかどうか
わからない

無回答

23.2

22.341.8

32.1

35.1

44.0

0.9

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

聞いたことがある 聞いたことはない

聞いたことがあるか
どうかわからない

無回答

23.841.6 32.3 2.3

0% 25% 50% 75% 100%

知っている 知らない

知っているかどうか
わからない

無回答

59.0

29.067.7

38.1

2.9

2.1

0.5

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

年
中

小
２

ある ない したことがあるか
どうかわからない

無回答

33.463.4

2.5

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

ある ない したことがあるか
どうかわからない

無回答

57.237.3

4.9

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

よくある ときどきある

ほとんどない 無回答
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（３）小学５年生・中学２年生に関する調査

結果 

 

１ あなたのことについて 

問１ あなたの性別はどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの学年はどちらですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたも含めた、いっしょに住んでいる家

族の人数は全員で何人ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、学校がある日の朝は何時くらい

に起きますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたは、学校がある日の夜は何時くらい

に寝ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.854.2

0% 25% 50% 75% 100%

小学５年生 中学２年生 無回答

46.753.0 0.3

0% 25% 50% 75% 100%

男 女 無回答

47.0 24.0 12.1

1.2

9.8 5.6 0.3

0% 25% 50% 75% 100%

２人 ３人 ４人 ５人

６人 ７人以上 無回答

6.3

68.220.4

62.0

8.1

26.8

0.5

0.1

2.6

4.1

0.2

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

午前６時よりはやい 午前６時台

午前７時台 午前８時よりおそい

決まっていない 無回答

64.8 18.212.8

0.3 3.4

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

午前６時よりはやい 午前６時台

午前７時台 午前８時よりおそい

決まっていない 無回答

25.1

0.2 2.2

33.6 23.3 6.2 8.9 0.4

0% 25% 50% 75% 100%

午後８時よりはやい 午後８時台

午後９時台 午後10時台

午後11台 午後12時よりおそい

決まっていない 無回答
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２ あなたの食生活について 

問６ あなたは、朝食を食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたは、朝食を家族の誰かといっしょに

食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは、夕食を家族の誰かといっしょに

食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.4

2.5 2.2 2.7

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日食べる １週間に４～５日
くらいは食べる

１週間に２～３日
くらいは食べる

ほとんど食べない

無回答

0.4 3.7

0.5

40.9

6.5

36.8

29.8

9.2

40.0

0.4

13.0

8.3

9.6

0.3

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

午後８時よりはやい 午後８時台

午後９時台 午後10時台

午後11時台 午後12時よりおそい

決まっていない 無回答

75.1

35.5 8.4

6.0

13.5

6.4

42.1

12.2

0.5

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

95.1

89.3

3.2

1.9

2.8

1.6

4.5

1.2

0.2

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

ほとんど毎日食べる １週間に４～５日
くらいは食べる

１週間に２～３日
くらいは食べる

ほとんど食べない

無回答

7.1 9.6 25.957.0 0.4

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答

8.285.4

3.9 2.3

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答
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問９ あなたは、自分や家族が作った食事を食べ

ていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 あなたは、家で食べる食事の時間を楽しみ

にしていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.4

92.5

5.5

8.6

1.1

2.1

0.4

1.8

0.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中

２

１日に１回は
食べている

１週間で４～５日
は食べている

１週間で２～３日
は食べている

ほとんど
食べていない

無回答

52.9

27.4 20.3

22.3

43.1

22.0

9.2

2.3

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

いつも
楽しみにしている

楽しみにしている
ときが多い

楽しみにしている
ときもある

まったく楽しみに
していない

無回答

90.1 6.9

1.6 1.0

0.4

0% 25% 50% 75% 100%

１日に１回は
食べている

１週間で４～５日
は食べている

１週間で２～３日
は食べている

ほとんど
食べていない

無回答

21.4 31.741.2

5.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

いつも
楽しみにしている

楽しみにしている
ときが多い

楽しみにしている
ときもある

まったく
楽しみにしていない

無回答

92.5

77.0 12.8

4.2

5.7

2.5

4.4

0.5

0.2

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中

２

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

ほとんどひとりで
食べている

無回答
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問11 問10で「１」「２」「３」のどれかを答えた

方にお聞きします。 

あなたが、家で食べる食事の時間を楽しみに

している理由は何ですか。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 あなたは、食事について「感謝する」気持

ちをもっていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.8 8.542.9 0.8

0% 25% 50% 75% 100%

いつも感謝の気持ち
をもっている

感謝の気持ちを
わすれるときがある

まったく感謝の気持ち
はもっていない

無回答

0.4

5.2

60.0

42.8

9.8

35.6

35.3

(5人)

(66人)

(762人)

(125人)

(544人)

(449人)

(453人)

0% 50% 100%

家族でいっしょに
食べられるから

家族と会話ができるから

自分で作ったり
手伝ったりした料理だから

好きなものが
食べられるから

おなかがすいているから

その他

無回答

0.7

6.2

52.2

40.8

12.4

43.5

47.1

(5人)

(44人)

(371人)

(88人)

(309人)

(335人)

(290人)

0% 50% 100%

家族でいっしょに

食べられるから

家族と会話が

できるから

自分で作ったり手伝っ

たりした料理だから

好きなものが

食べられるから

おなかがすいて

いるから

その他

無回答 小５

0.0

3.9

69.8

45.4

6.6

25.7

20.4

(0人)

(22人)

(391人)

(37人)

(144人)

(114人)

(254人)

0% 50% 100%

家族でいっしょに

食べられるから

家族と会話が

できるから

自分で作ったり手伝っ

たりした料理だから

好きなものが

食べられるから

おなかがすいて

いるから

その他

無回答 中２

52.5

55.631.4

41.2

5.1

12.6

1.2

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

いつも感謝の気持ち
をもっている

感謝の気持ちを
わすれるときがある

まったく感謝の
気持ちはもっていない

無回答
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問13 あなたは、食事の前と後にあいさつをして

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 あなたは、食事をしながらテレビを見てい

ますか。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

問15 あなたの朝食の主食は、ごはん（米飯）で

すか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.9 9.859.4 0.9

0% 25% 50% 75% 100%

いつもしている 忘れるときがある

していない 無回答

40.435.9 20.6

1.9

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答

45.4

34.853.2

39.3 13.1

11.0

2.2

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

いつも見ている ときどき見ている

見ていない 無回答

64.0

31.954.0

28.2

6.3

13.9

1.5

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中

２

いつもしている 忘れるときがある

していない 無回答 33.8

40.238.4

40.5

17.5

23.3

3.4

0.5

0.5

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答

37.2 12.249.0 1.6

0% 25% 50% 75% 100%

いつも見ている ときどき見ている

見ていない 無回答
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問16 あなたの夕食の主食は、ごはん（米飯）で

すか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 あなたが家で食べるおかずで、一番好きな

ものは何ですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問18 あなたの好きな食事を、家で１週間に何日

くらい食べていますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90.6

1.5

6.5

0.7

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答

19.7 38.3 11.927.7

1.8

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

１週間に１日しか
食べない

家では食べない 無回答

91.0

90.1

1.6

1.4

6.6

6.5

0.1

1.5

1.0

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

ごはん（米飯）を
食べることが多い

そのほかのもの
（パンやめん類など）
を食べることが多い

ごはん（米飯）も
そのほかのもの
（パンやめん類など）
も同じくらい食べる

どちらも食べない

無回答

33.4

19.120.9

20.1 32.8

44.7

11.8

12.2

0.8

2.9

1.1

0.2

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

ほとんど毎日
食べている

１週間に４～５日
くらい食べている

１週間に２～３日
くらい食べている

１週間に
１日しか食べない

家では食べない 無回答

13.450.8 9.9 12.4 8.5

4.4

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

肉料理 魚料理 野菜料理 中華料理 

鍋料理 その他 無回答
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問19 あなたが、特に嫌いな食べ物は何ですか。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20 あなたは、おやつ（間食）を毎日食べてい

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21 あなたのよく食べるおやつ（間食）は何で

すか。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.79.6 23.1 1.6

0% 25% 50% 75% 100%

毎日３回以上
食べている

毎日１～２回くらい
食べている

ほとんど
食べていない

無回答

12.8

21.0

2.2

8.5

2.7

7.8

3.2

8.1

29.9

0.7

3.3

0% 25% 50%

肉類

魚介類

野菜

いも類

海草類

卵

豆・豆製品（豆腐など）

乳製品（牛乳・
ﾖｰｸﾞﾙﾄ・ﾁｰｽﾞなど）

その他

特に嫌いな食べ物はない

無回答

1.0

7.3

3.1

20.8

15.0

0.8

0.7

0.7

14.9

13.3

39.9

14.5

16.3

17.1

24.3

47.0

(14人)

(99人)

(42人)

(280人)

(202人)

(11人)

(10人)

(10人)

(201人)

(179人)

(538人)

(196人)

(230人)

(220人)

(634人)

(328人)

0% 50% 100%

スナック菓子

チョコレート

あめ

ビスケット・クッキー

果物

アイスクリーム

菓子パン

清涼飲料水

ハンバーガー

ピザ

サンドイッチ

せんべい・あられ

プリン・ゼリー

ケーキ類

その他

無回答

23.7

1.2

7.7

3.1

7.9

3.1

7.4

27.8

0.8

32.4

13.5

3.7

0.5

11.8

17.8

3.2

7.6

2.1

9.4

3.4

2.8

8.9

0% 25% 50%

肉類

魚介類

野菜

いも類

海草類

卵

豆・豆製品（豆腐など）

乳製品（牛乳・

ﾖｰｸﾞﾙﾄ・ﾁｰｽﾞなど）

その他

特に嫌いな食べ物はない

無回答

小５

中２

8.6

60.910.7

69.8 19.0

27.9

2.6

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

毎日３回以上
食べている

毎日１～２回くらい
食べている

ほとんど
食べていない

無回答
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問22 あなたは、栄養のバランスを考えて食事を

していますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 あなたは、家で食事を残さないで食べてい

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

34.061.6

3.0

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど残さない ときどき残す
いつも残す 無回答

52.720.4 25.2 1.6

0% 25% 50% 75% 100%

いつも考えて
食べている

ときどき考えて
食べている

まったく
考えていない

無回答

24.4

54.515.7

51.3 22.0

29.0

2.3

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

いつも考えて
食べている

ときどき考えて
食べている

まったく
考えていない

無回答

55.3

26.969.2

39.9

3.2

2.7

0.6

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

ほとんど残さない ときどき残す

いつも残す 無回答

1.4

6.8

2.5

22.3

17.2

0.8

1.0

0.4

11.5

9.4

42.1

14.5

18.5

16.4

23.4

48.8

(10人)

(50人)

(18人)

(163人)

(126人)

(6人)

(7人)

(3人)

(84人)

(69人)

(308人)

(106人)

(120人)

(171人)

(357人)

(135人)

0% 50% 100%

スナック菓子

チョコレート

あめ

ビスケット・

クッキー

果物

アイスクリーム

菓子パン

清涼飲料水

ハンバーガー

ピザ

サンドイッチ

せんべい・あられ

プリン・ゼリー

ケーキ類

その他

無回答
小５

0.6

7.9

3.9

19.0

12.3

0.8

0.5

1.1

19.0

17.8

37.3

14.6

13.8

17.8

25.4

44.9

(4人)

(49人)

(24人)

(117人)

(76人)

(5人)

(3人)

(7人)

(117人)

(110人)

(230人)

(90人)

(110人)

(157人)

(277人)

(85人)

0% 50% 100%

スナック菓子

チョコレート

あめ

ビスケット・

クッキー

果物

アイスクリーム

菓子パン

清涼飲料水

ハンバーガー

ピザ

サンドイッチ

せんべい・あられ

プリン・ゼリー

ケーキ類

その他

無回答
中２
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問24 問23で「２」「３」のどれかを答えた方に

お聞きします。 

あなたが、家で食事を残すのはどうしてです

か。（複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ あなたの健康について 

問25 あなたは、自分の身長と体重を知っていま

すか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.473.2 1.3

0% 25% 50% 75% 100%

はい いいえ 無回答

0.6

3.8

7.8

12.7

5.8

5.0

0.8

5.6

28.5

53.6

44.6

(3人)

(19人)

(39人)

(63人)

(29人)

(25人)

(4人)

(142人)

(28人)

(222人)

(267人)

0% 50% 100%

嫌いなものがあるから

量が多いから

おなかがすいていないから

太らないように

ひとりなので
食べたくないから

おかわりを
しすぎてしまうから

おいしくないから

時間がないから

特に理由はない

その他

無回答

75.6

28.570.3

22.8 1.5

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

はい いいえ 無回答

0.6

3.8

7.1

9.6

3.5

4.8

0.3

4.2

26.9

51.9

47.4

(2人)

(12人)

(22人)

(30人)

(11人)

(15人)

(1人)

(84人)

(162人)

(148人)

(13人)

0% 50% 100%

嫌いなものがあるから

量が多いから

おなかがすいて

いないから

太らないように

ひとりなので

食べたくないから
おかわりをしすぎて

しまうから

おいしくないから

時間がないから

特に理由はない

その他

無回答
小５

0.5

3.8

9.1

17.7

9.7

5.4

1.6

8.1

31.2

56.5

39.8

(1人)

(7人)

(17人)

(33人)

(18人)

(10人)

(3人)

(58人)

(15人)

(74人)

(105人)

0% 50% 100%

嫌いなものがあるから

量が多いから

おなかがすいて

いないから

太らないように

ひとりなので

食べたくないから
おかわりをしすぎて

しまうから

おいしくないから

時間がないから

特に理由はない

その他

無回答
中２
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問25-1 肥満判定 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 あなたは、自分の体型をどのように思って

いますか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 あなたは、よくかんで食事をしていますか。

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「食育」について 

問28 あなたは、「食育」という言葉を知ってい

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

60.417.2 21.8 0.6

0% 25% 50% 75% 100%

やせている ふつう 太っている 無回答

51.140.6 7.7 0.6

0% 25% 50% 75% 100%

いつもよく
かんでいる

よくかまない
ときもある

ほとんど
かんでいない

無回答

42.256.5 1.3

0% 25% 50% 75% 100%

知っている 知らない 無回答

90.5 6.7 2.7

0% 25% 50% 75% 100%

肥満度20％未満 肥満度20％以上 無回答

90.4

90.7

5.8

7.4 2.2

3.5

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

肥満度20％未満 肥満度20％以上 無回答

19.4

60.114.6

60.6 19.2

25.0

0.8

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

やせている ふつう 太っている 無回答

49.1

60.630.5

43.1 7.1

8.4 0.5

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

いつもよく
かんでいる

よくかまない
ときもある

ほとんど
かんでいない

無回答

54.4

39.758.8

44.3 1.2

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

知っている 知らない 無回答
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問29 あなたは、給食に三好町で作られた米や野

菜、果物が使われていることを知っています

か。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 あなたは、学校以外の場所で米や野菜の栽

培体験や手伝いをしたことがありますか。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 あなたは、家で料理や食事の準備・片付け

を自分でしたり手伝ったりすることがあり

ますか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.474.3 1.3

0% 25% 50% 75% 100%

知っていた 知らなかった 無回答

40.158.4 1.6

0% 25% 50% 75% 100%

ある ない 無回答

51.337.7 9.8 1.2

0% 25% 50% 75% 100%

よくある ときどきある

ほとんどない 無回答

77.0

27.471.2

21.9 1.1

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

知っていた 知らなかった 無回答

60.6

42.855.8

37.8 1.6

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

小

５

中
２

ある ない 無回答

40.8

50.234.0

52.3

6.0

14.3 1.5

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

小
５

中
２

よくある ときどきある

ほとんどない 無回答
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